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愛南学校探訪
◆読書感想画で優良賞受賞！
◆活躍期待！ジュニアアスリート

愛媛CATVの
動画でご覧い
ただけます
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第
28
回
読
書
感
想
画
中
央
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
成な

る

宮み
や

菜な

津つ

子こ

さ
ん
が
優

良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
成
宮
さ
ん

は
、
全
国
都
道
府
県
対
抗
男
子
駅
伝

に
出
場
す
る
福
岡
県
チ
ー
ム
に
焦
点

を
当
て
た
課
題
図
書「
白
を
つ
な
ぐ
」

（
作
：
ま
は
ら
三み

桃と

）
を
読
み
、
感

想
画
を
描
き
ま
し
た
。
絵
に
込
め
た

想
い
や
こ
の
本
か
ら
学
ん
だ
こ
と
、

将
来
の
夢
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
し
た
。

熱
い
想
い
を
描
き
た
い

　

普
段
は
友
達
に
薦
め
ら
れ
た
本
を

読
む
と
い
う
成
宮
さ
ん
。
今
回
選

ん
だ
図
書
は
国
語
の
先
生
か
ら
の
薦

め
で
し
た
。「
こ
の
本
に
登
場
す
る

ラ
ン
ナ
ー
や
コ
ー
チ
は
、
年
齢
や
置

読
書
感
想
画
中
央
コ
ン
ク
ー
ル
で

優
良
賞
を
受
賞

か
れ
て
い
る
環
境
が
ば
ら
ば
ら
な
の

に
、
目
的
が
一
つ
で
、
熱
い
想
い
を

持
っ
て
い
る
。絵
に
し
が
い
が
あ
る
」

と
考
え
、
こ
の
本
に
決
め
ま
し
た
。

１
枚
の
絵
に
描
く
と
い
う
こ
と

　

作
中
に
登
場
す
る
の
は
、
中
学
生

か
ら
社
会
人
ま
で
の
ラ
ン
ナ
ー
や

コ
ー
チ
、
補
欠
選
手
、
そ
れ
ぞ
れ
の

家
族
な
ど
で
す
。
各
々
が
悩
み
を
抱

え
な
が
ら
も
、
大
会
に
は
真
っ
白
な

気
持
ち
で
臨
も
う
と
す
る
登
場
人
物

の
心
情
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
よ
う

と
、
時
間
を
か
け
て
何
度
も
読
み
返

し
ま
し
た
。

　
「
感
動
し
た
点
や
印
象
に
残
る
部

分
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
全

て
を
１
枚
に
は
ま
と
め
ら
れ
な
い
の

で
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
と
こ
ろ
だ

け
を
描
く
よ
う
に
し
ま
し
た
」
と
、

制
作
時
の
苦
労
を
話
し
ま
す
。

努
力
に
光
を
当
て
た
い

　

読
了
後
は
絵
の
構
図
を
練
り
、
二

週
間
以
上
か
け
て
制
作
し
ま
し
た
。

中
心
に
描
か
れ
た
の
は
最
終
区
を
任

さ
れ
た
社
会
人
ラ
ン
ナ
ー
。
実
業

団
に
所
属
す
る
ベ
テ
ラ
ン
選
手
で
す

が
、
目
立
っ
た
成
績
が
残
せ
ず
、
日

の
当
た
ら
な
い
競
技
人
生
を
歩
ん
で

き
ま
し
た
。

　
「
努
力
が
報
わ
れ
ず
つ
ら
い
想
い

を
し
て
き
た
ラ
ン
ナ
ー
が
、
一
生
懸

命
走
っ
て
最
後
に
良
い
記
録
を
出
し

た
。
そ
こ
に
光
を
当
て
た
か
っ
た
」

と
話
し
ま
す
。
自
分
の
走
り
が
出
来

ず
、
涙
を
流
す
中
学
生
ラ
ン
ナ
ー
の

胸
か
ら
は
光
が
差
す
様
子
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。

 

失
敗
は
次
へ
の
向
上
心

　

作
中
と
は
異
な
り
、
成
宮
さ
ん
が

描
い
た
の
は
虹
色
の
た
す
き
。
選
手

た
ち
の
熱
い
想
い
を
色
で
表
現
し
ま

し
た
。
自
ら
と
同
年
代
に
当
た
る
中

学
生
ラ
ン
ナ
ー
に
対
し
て
は
、「
申

し
訳
な
さ
や
悔
し
い
気
持
ち
を
持
っ

た
彼
が
、
来
年
こ
そ
は
走
り
切
り
た

い
と
言
っ
た
。
一
つ
の
失
敗
が
次
へ

の
向
上
心
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と

を
学
び
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

目
標
を
持
ち
、
努
力
を
重
ね
た
い

　

大
会
に
向
け
て
ま
と
ま
っ
て
い
く

メ
ン
バ
ー
に
感
動
し
た
と
い
う
成

宮
さ
ん
。「
私
も
日
々
目
標
を
持
ち
、

努
力
を
重
ね
た
い
。
将
来
は
美
術
関

係
の
仕
事
に
就
き
た
い
の
で
、
高
校

で
も
美
術
部
に
入
り
、
部
活
動
と
勉

強
を
両
立
し
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。

第28回読書感想画中央コンクール受賞作品
主催：（公社）全国学校図書館協議会、毎日新聞社

実施都道府県学校図書館協議会

成
なる

宮
みや

菜
な

津
つ

子
こ

さん
（城辺中学校 3年）
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え
ひ
め
愛え

顔が
お

の
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト

に
認
定
さ
れ
た
倉
田
く
ん
と
近
平
く
ん
。

倉
田
く
ん
は
平
成
27
年
度
に
認
定
さ
れ
、

今
年
度
、
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
近
平
く
ん
は
今
年

度
に
認
定
を
受
け
、
来
年
度
か
ら
活
動
を

開
始
し
ま
す
。
認
定
を
受
け
る
ま
で
の
過

程
や
意
気
込
み
、
将
来
の
夢
な
ど
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

応
募
し
た
理
由

倉
田　

も
と
も
と
ス
ポ
ー
ツ
は
得
意
な
方

な
の
で
、
自
分
か
ら
応
募
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
に
認
定

ス
ポ
ー
ツ
で
の
活
躍
に
期
待
！

近
平　

自
分
で
申
し
込
む
つ
も
り
は
な

か
っ
た
け
ど
、
お
母
さ
ん
に
勧
め

ら
れ
て
応
募
し
ま
し
た
。

認
定
を
受
け
る
ま
で

倉
田　

最
初
に
学
校
で
受
け
た
体
力
テ
ス

ト
で
審
査
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に

通
れ
ば
セ
カ
ン
ド
ト
ラ
イ
ア
ル
と

し
て
、
宇
和
島
や
松
山
で
ス
ポ
ー

ツ
テ
ス
ト
を
受
け
て
選
考
さ
れ
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
指
導
し
て
く
れ

る
先
生
と
の
面
談
も
あ
り
ま
す
。

普
段
は
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
ま
す
か
？

倉
田　

サ
ッ
カ
ー
や
陸
上
競
技
を
し
て
い

ま
す
。
陸
上
で
は
い
ろ
ん
な
種
目

を
や
っ
て
い
ま
す
。

近
平　

サ
ッ
カ
ー
や
陸
上
、
水
泳
を
し
て

い
ま
す
。

 

得
意
種
目
と
苦
手
種
目
は
？

倉
田　

陸
上
競
技
で
は
走
り
高
跳
び
と
、

長
距
離
や
短
距
離
な
ど
の
走
る
種

目
が
得
意
で
す
。
垂
直
跳
び
が
苦

手
で
す
。

近
平　

パ
イ
プ
の
上
に
乗
っ
て
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
種
目
や
、
光
の
色
が
変

わ
っ
た
ら
ジ
ャ
ン
プ
す
る
反
応
テ

ス
ト
が
得
意
で
す
。
コ
ー
ン
に

タ
ッ
チ
し
て
走
る
マ
ル
チ
ス
テ
ッ

プ
な
ど
、
ス
ピ
ー
ド
が
必
要
な
種

目
は
苦
手
で
す
。

認
定
さ
れ
る
と
思
い
ま
し
た
か
？

倉
田　

周
り
が
ど
れ
く
ら
い
で
き
る
人
た

ち
か
分
か
ら
ず
、
自
分
が
選
ば
れ

る
か
分
か
ら
な
か
っ
た
で
す
。

近
平　

周
り
に
す
ご
く
で
き
る
人
が
多

か
っ
た
の
で
、
自
分
が
な
れ
る
か

不
安
で
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
に
な
っ
て
み
て

倉
田　

メ
ダ
リ
ス
ト
の
話
が
聞
け
て
、
そ

う
い
う
人
た
ち
が
努
力
し
て
き
た

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
自
分
も

頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

近
平　

陸
上
の
朝
原
選
手
に
会
え
た
の
が

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
努
力
が
必
要

と
言
っ
て
い
た
の
が
印
象
に
残
り

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み

倉
田　

認
定
さ
れ
て
か
ら
腕
立
て
や
腹
筋

な
ど
、自
主
ト
レ
を
始
め
ま
し
た
。

先
輩
た
ち
の
記
録
や
、
同
年
代
の

人
た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張

り
た
い
で
す
。

近
平　

お
父
さ
ん
と
縄
跳
び
を
し
た
り
、

自
分
で
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
た
り
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
は

２
期
生
な
の
で
、
先
に
認
定
さ
れ

て
い
る
同
学
年
の
人
た
ち
に
追
い

つ
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で

す
。

将
来
の
夢
は
？

倉
田　

勉
強
が
好
き
な
の
で
、
ま
ず
は
大

学
に
行
く
こ
と
で
す
。
サ
ッ
カ
ー

選
手
か
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
仕
事
が

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

近
平　

サ
ッ
カ
ー
選
手
か
サ
ッ
カ
ー
に
関

係
す
る
仕
事
、
ま
た
は
小
学
校
の

体
育
の
先
生
に
な
り
た
い
で
す
。

　

二
人
は
こ
れ
か
ら
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー

ト
と
し
て
月
に
２
〜
４
回
程
度
、
さ
ま
ざ

ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
こ
な
し
て
い
き
ま
す
。

取
り
組
ん
だ
こ
と
の
な
い
種
目
も
あ
り
、

経
験
を
経
る
こ
と
で
成
長
し
、
ス
ポ
ー
ツ

の
分
野
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

倉田裕
ゆう

斗
と

くん
（平城小学校 6年）

近平大
や ま と

和くん
（平城小学校 5年）

え
ひ
め
愛
顔
の
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー

ト
発
掘
事
業
と
は

　

科
学
的
な
手
法
を
用
い
て
ス
ポ
ー

ツ
の
潜
在
的
な
才
能
を
有
す
る
県
内

の
小
中
学
生
を
発
掘
し
、
中
学
３
年

生
ま
で
の
期
間
、
育
成
・
強
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
将
来
、
国
際
大
会
で

活
躍
す
る
日
本
代
表
選
手
を
愛
媛
県

か
ら
輩
出
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
と

も
に
、
将
来
の
愛
媛
県
ス
ポ
ー
ツ
界

の
指
導
者
と
な
り
得
る
人
材
を
養
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

愛
南
町
で
は
、
倉
田
く
ん
と
近
平

く
ん
の
ほ
か
、
御
荘
中
学
校
１
年
生

の
白
石
幸こ

う

誠せ
い

く
ん
が
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
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あ
ん
な
こ
と
や
、
こ
ん
な
こ
と 

― 

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
コ
ミ
ュ

　桜の便りも聞かれ、普段は目立たな
い山桜もここぞとばかりに存在感を
示している。海から眺める岬の山桜は、
私の好きな愛南の風景の一つである。
　昨年度の4月号で紹介をしたのだ
が、海の中には桜色をしたオオトゲト
サカというサンゴがある。その中に、
これまた桜色をしたテンロクケボリ
ガイという貝が住んでいる。その美し
さから海の宝石とも呼ばれ、ダイバー
にも人気なのだが、なにせ1㎝ほど
の大きさ。さらに、サンゴと同じ色を
しているので、見つけるのが困難な生
き物である。探して、探して、やっと
見つけたときは、思わずガッツポーズ。
　美しい貝なのだが、初めて見る人に
とっては、どれが貝なのか分からない
というのが残念なところでもある。写
真の真ん中にドンと大きく写ってい
るのだが…。
　分かった人も、分からない人も、海
の生き物の美しい色彩を味わってい
ただけると幸いである。
（撮影地 :鹿島） 

愛南サンゴを守る会 西尾知
ともてる

照

本日!海日和!!  vol.77
「桜色の宝石」

テンロクケボリガイ

　愛南町連合婦人会が、愛南町で合宿を行う同志社大
学硬式野球部に、温かいぜんざいやじゃこ飯のおにぎ
りなどをふるまいました。
　南レク城辺公園野球場で2月19日から26日まで
の期間で合宿している部員約120名に対し、前日か
ら準備を行ったという婦人会の8名が愛南町の食材で
おもてなしをしました。
　婦人会会長を務める森岡眞

ま

由
ゆ

美
み

さんは「学生に喜ん
でもらいたいと思って続けてい
る。来年もまた来ますと言われる
のが嬉しい」とやりがいを述べ、
野球部主将の山岸大

まさ

起
き

さんは「毎
年美味しいものを作ってもらい、
みんな楽しみにしている。朝のラ
ンニングのときにも町の方に声を
かけてもらうなど、愛南町は温か
い町だと思う」と話しました。

2/

23 野球合宿の合間におもてなし

　松山市の小学校では、4年生の社会科の地域学習で
「愛南町」を学んでいます。松山市立湯築小学校で、
愛南町を身近に学ぶ「ぎょしょく出前授業」が行われ、
4年生の児童80人が、模擬一本釣り体験やサンゴを
守る活動等を学び、養殖ブリの試食もしました。
　同校では4年1組の皆さんが、愛南町について学
習し、学んだ内容を自らが観光大使となって、校内で
PR、愛南町の知名度アップに貢献してくれていました。
　その後、児童が制作した愛南町PR資料を愛南町役
場1階ロビーに展示したり、清水町長がお礼のサプラ
イズ訪問をするなど、湯築小学校と愛南町の交流が深
まりました。

2/

1 湯築小児童が愛南町を学んでPR
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　3月3日から4月3日まで、外泊地区で「だんだん雛まつり」が開催されました。
これは地域の文化を保存継承し、誇れる郷土づくりを進めようと「外泊いしが
き守ろう会」と外泊地域協議会が平成19年から毎年行っているもので、今年も
会場には町内の園児や小学生らが制作した約300体の石雛が展示されました。
　この日は、遠足の一環として船越保育園の園児23人が会場を訪れ、自分が作った石雛を見つけると歓
声を上げて喜んでいました。

3/

2 砂田さん（城辺小）が事務次官賞

3/

6 石垣の里で「だんだん雛まつり」

　城辺小学校で平成28年度土砂災害防止に関する
コンクールの受賞式が行われ、作文部門で国土交通
事務次官賞を受賞した城辺小学校5年の砂田美

み

乃
の

さ
んと絵画部門で愛媛県砂防ボランティア協会会長賞
を受賞した同5年、村田愛

あい

奈
な

さんが表彰されました。
　砂田さんは「防災学習の時間に防災マップを作っ
たことが心に残っていたので、それを題材にした。
受賞できてうれしい」と話しました。
　コンクールは、国土交通省と愛媛県が小・中学生
に土砂災害の防止についての理解と関心を深めても
らうため、毎年実施しているもので、今年度は全国
から4,417点の応募がありました。町内では右記
の皆さんが入賞されました。

3/

13 サツキマスシルバーお披露目
　「ぎょしょく普及戦隊愛南ぎょレンジャー」の11番目のメンバー
「サツキマスシルバー」がお披露目されました。デザインを担当し
たのは僧都小学校の全校児童13人です。南宇和高校美術部の協
力を得て完成し、この日お披露目が行われました。
　サツキマスはサケの仲間でアマゴと同種、海に下るものがサツキマスと呼ばれ、町では新しい養殖魚を
育てようと平成26年から産官学が連携して試験養殖を行っています。 
　僧都小学校では、地元のアマゴ養殖施設を見学したりしながら「サツキマス」について学び、デザイン
に反映させました。胸の“S”は「サツキマス」、「シルバー」、「僧都」の頭文字、児童らは「サツキマス
をいろんな人に知ってもらえるように活躍してほしい」と願いを込めました。

国土交通事務次官賞
　作文部門　　城辺小学校　５年　砂田美

み

乃
の

さん
愛媛県知事賞
　作文部門　　内海中学校　２年　伊勢楓

ふう

華
か

さん
愛媛県砂防協会会長賞
　作文部門　　緑小学校　　４年　梶田栞

か ん な

樹さん
　作文部門　　内海中学校　２年　木田　尚

しょう

さん
愛媛県砂防ボランティア協会会長賞
　絵画部門　　城辺小学校　５年　村田愛

あい

奈
な

さん
　絵画部門　　中浦小学校　６年　濵田夢

ゆめ

路
じ

さん

3/

19 平城SCの選手たちがプロ選手をエスコート !
　平城SCに所属する選手たちが、松山市のニンジニアスタジアムで開催され
た愛媛FCのホームゲームで、試合開始前にプロ選手と手をつないで入場しま
した。この日は、愛媛FCがホームゲームごとに県内の各市町と連携して試合
を盛り上げるマッチシティ・マッチタウンが愛南町に設定されており、試合開始前のセレモニーで両チー
ムに愛南町特産のヒオウギ貝が贈呈されたほか、愛媛FC所属で南宇和高校卒の玉林睦

むつ

実
み

選手に岡田副町
長から花束が贈呈されました。
　エスコートキッズを務めた沖平楓

ふう

磨
ま

くん（平城小5年）は、「サッカーが大好きなので、プロ選手と一
緒に入場できて嬉しかった」と話しました。試合は昨季 J1に所属していた強豪の湘南ベルマーレ相手に
白熱した試合展開となり、愛媛FCは惜しくも0対1で敗れましたが、好プレーを披露した選手には大き
な声援が送られていました。
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

県
消
防
防
災
航
空
隊
と
合
同
訓
練

防災ヘリを使った隊員投入訓練

要救助者を収容した後、隊員を回
収する防災ヘリ

災
害
時
上
下
水
道
の
復
旧
に
協
力

銃
砲
刀
剣
類
の
所
持
に
は
登
録
が
必
要
で
す

消
防
本
部
か
ら

　

３
月
３
日
に
南
レ
ク
城
辺
公
園
で

愛
媛
県
消
防
防
災
航
空
隊
と
愛
南
町

消
防
本
部
が
合
同
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
愛
媛
県
消
防
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
応
援
協
定
に
基
づ
い

て
、双
方
が
救
助
活
動
に
必
要
な
知
識

や
技
術
を
習
得
す
る
目
的
で
行
っ
た

も
の
で
、こ
の
日
は
、防
災
ヘ
リ
か
ら

隊
員
を
投
入
回
収
す
る
訓
練
や
想
定

救
急
救
助
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

山
岳
地
に
お
け
る
救
助
を
想
定
し

た
救
急
救
助
訓
練
で
は
、
自
力
歩
行

が
困
難
に
な
っ
た
要
救
助
者
を
消
防

本
部
第
３
小
隊
が
滑
落
現
場
か
ら
防

災
ヘ
リ
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト

ま
で
搬
送
し
、そ
の
後
、県
消
防
防
災

航
空
隊
と
協
力
し
て
、約
25
ｍ
上
空

の
防
災
ヘ
リ
へ
吊
り
揚
げ
救
助
を
し

ま
し
た
。

　

愛
媛
県
消
防
防
災
航
空
隊
の
上う

え

埜の

友と
も

也や

隊
員（
愛
南
町
消
防
本
部
か
ら

派
遣
）は
「
航
空
隊
と
消
防
隊
が
協

力
し
合
っ
て
要
救
助
者
を
ス
ム
ー
ズ

に
収
容
で
き
た
と
思
う
。
災
害
が
お

き
て
も
要
救

助
者
の
救
出

の
た
め
に
全

力
を
注
い
で

い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し

た
。

水
道
課
か
ら

　

２
月
17
日
、
愛
南
町
と
株
式
会
社

フ
ソ
ウ
四
国
支
店
は
、
災
害
時
等
に

お
け
る
上
下
水
道
復
旧
活
動
に
関
す

る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
地
震
や
風
水
害
が
発

生
し
た
場
合
に
、
配
管
な
ど
の
資
機

材
や
人
員
の
調
達
に
つ
い
て
同
社
の

協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
早
期
の

復
旧
に
向
け
て
迅
速
か
つ
的
確
に
復

旧
作
業
を
実
施
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

調
印
式
で
清
水
雅ま

さ

文ふ
み

町
長
は
「
巨

大
地
震
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
は

大
き
な
課
題
。
協
定
は
町
の
防
災
力

向
上
に
寄
与
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

株
式
会
社
フ
ソ
ウ
四
国
支
店
八
木

秀
樹
支
店
長
は
「
全
国
に
あ
る
資
材

ヤ
ー
ド
を
活
用
し
、
災
害
時
に
は
資

機
材
、
人
的
支
援
な
ど
可
能
な
限
り

の
協
力
を
行
い
、
水
道
水
の
速
や
か

な
給
水
回
復
と
下
水
施
設
の
復
旧
に

努
め
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

生
涯
学
習
課
か
ら

　

平
成
29
年
度
の
銃
砲
刀
剣
類
の
登

録
審
査
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
審
査
会
に

お
越
し
の
際
は
、
必
ず
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

実
施
日　

偶
数
月
の
第
３
木
曜
日

会
場　

愛
媛
県
庁
第
一
別
館 

　
　
　

11
階
会
議
室（
予
定
）

費
用　
【
登
録
申
請
】 

　
　

１
件
に
つ
き
６
，３
０
０
円

　
【
登
録
証
再
交
付
申
請
】

　
　

１
件
に
つ
き
３
，５
０
０
円

※
日
程
や
実
施
時
間
等
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
２

　

愛
媛
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課

 

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
９
７
８
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世
代
越
え
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
交
流

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に「
特
Ａ
」評
価

表彰状を手に持つ清水雅
まさ

文
ふみ

町長

老
朽
危
険
空
家
除
却
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

住
宅
の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
等
補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

御
荘
夢
創
造
館
か
ら

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

年
間
を
通
し
て
活
発
な
事
業
を
展

開
し
た
優
良
海
洋
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
で
は
、
全
国
に
所
在

す
る
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
評
価
基
準
に

基
い
て
評
価
・
表
彰
し
て
お
り
、
御

荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
最
も
優

良
と
さ
れ
る
「
特
Ａ
」
評
価
を
12
年

連
続
で
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同

セ
ン
タ
ー
は
愛
媛
県
内
に
８
か
所
あ

る
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
中
で
も
最
高
評

価
を
得
ま
し
た
。

　

３
月
４
日
㈯
、
御
荘
夢
創
造
館
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
と
地
域

の
方
と
の
交
流
を
目
的
に
行
っ
た
も

の
で
、
町
内
の
小
学
生
18
名
が
参
加

し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
御
荘
ク
ラ

ブ
の
方
と
ペ
ア
に
な
っ
て
８
コ
ー
ス

を
回
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
最
初
は
緊
張
し

た
様
子
で
し
た
が
、
コ
ー
ス
を
回
る

う
ち
に
笑
い
声
や
歓
声
が
あ
が
り
、

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
が
出
る
と
ハ
イ

タ
ッ
チ
を
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
児
童
か
ら
は
「
初
め
て

大
人
の
人
と
一
緒
に
プ
レ
ー
し
て
、

交
流
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
」
、

「
次
の
大
会
も
参
加
し
た
い
」
と
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

問
合
せ　

御
荘
夢
創
造
館 

℡
７
２
―

１
１
１
６

建
設
課
か
ら

　

愛
南
町
で
は
、
町
内
の
管
理
不
全

な
状
態
と
な
っ
た
不
良
住
宅
ま
た
は

空
き
建
築
物
の
除
却
に
係
る
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
工
事

・
空
家
の
不
良
度
が
一
定
基
準
（
１

０
０
）
以
上
と
判
断
さ
れ
た
住
宅

・
避
難
路
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が

あ
る
住
宅

※
除
却
事
業
者
は
町
内
に
事
務
所
等

が
あ
り
、
愛
媛
県
知
事
許
可
登
録
を

受
け
た
業
者
で
あ
る
こ
と

補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
８
以
内

（
限
度
額
80
万
円
）

問
合
せ

　

建
設
課 

℡
７
２
―

７
３
１
３

建
設
課
か
ら

　

愛
南
町
で
は
、
住
宅
の
新
築
・
リ

フ
ォ
ー
ム
等
を
行
う
町
民
の
方
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象
住
宅

　

持
ち
家（
親
ま
た
は
子
の
住
宅
を

含
む
。）の
新
築
及
び
増
築
工
事
や
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
等
を
行
う
住
宅（
補

助
を
受
け
よ
う
と
す
る
工
事
が
、
町

の
ほ
か
の
補
助
制
度
と
重
複
し
て
い

な
い
こ
と
。）

補
助
対
象
工
事

　

住
宅
に
係
る
工
事
費
が
50
万
円
以

上
で
、
町
内
に
事
業
所（
支
店
）を
有

す
る
建
築
業
者
等
が
施
工
す
る
工
事

補
助
金
額

　

補
助
対
象
工
事
費
の
10
分
の
１
に

相
当
す
る
額（
限
度
額
20
万
円
）

※
補
助
申
請
額
が
平
成
29
年
度
予
算

額
に
達
し
た
場
合
、
受
付
終
了
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
補
助

金
の
交
付
は
、
住
宅
１
戸
ま
た
は
申

請
者
１
人
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。

問
合
せ

　

建
設
課 

℡
７
２
―

７
３
１
３
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

愛南町職員の給与・定員管理などについて公表します
　地方公務員法（昭和25年法律第261号）第58条の2及び愛南町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基
づき、愛南町の給与・定員管理等を公表します。なお、紙面の都合上、詳細についてはホームページに掲載させてい
ただきます。詳しくは、総務課職員係（℡72－1211）までお問い合わせください。

１　総括
（1）人件費の状況（普通会計決算）

歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費率
（Ｂ/Ａ）

16,171,128千円 2,984,360千円 18.5％ 

人口 22,843人（平成27年度末現在）
※人件費には、特別職の給与、共済組合負担金、公務災害補償費等を
含みます。

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計

1,373,805千円 180,007千円 506,123千円 2,059,935千円

一人当たりの給与費 5,464千円（職員数377人）
※職員手当には、退職手当を含みません。

２　一般行政職与料表の状況（平成28年4月1日現在）     

（2）職員の初任給（平成28年4月1日現在）
区　分 愛南町 愛媛県

一般行政職
大学卒 177,318円 180,730円

高校卒 145,106円 147,313円

技能労務職
高校卒 139,386円 140,099円

中学卒 127,745円 124,432円

（3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成28年4月1日現在）

区　分 10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

一般行政職
大学卒 248,241円 273,598円 305,316円

高校卒 213,645円 246,909円 294,280円

技能労務職
高校卒 － 207,323円 228,075円

中学卒 189,862円 － 232,510円

４　一般行政職の級別職員数等の状況
（1）一般行政職の級別職員数の状況（平成28年4月1日現在）

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

職務 主事 主査 係長・主任 課長補佐 課長 総括課長

職員数 30人 54人 71人 56人 30人 2人

構成比 12.4% 22.2% 29.2% 23.0% 12.4% 0.8%

（2）昇給への勤務成績の反映状況
　愛南町職員の勤務成績の評定に関する規則に基づき、毎年1回定期的
に勤務成績の評定を行い、人事管理の基礎資料とし、公務能率の発揮
及び推進を図っています。     
また、人事異動に当たっての希望、勤務状況についての自己評価、現
在の仕事についての成果などを申告する自己申告書を職員に提出さ
せ、人事異動において活用しています。

５　職員の手当の状況
 （1）期末手当・勤勉手当（平成27年度）

区　分 期末手当 勤勉手当 １人当たりの
平均支給額

賞与 2.60月分 1.60月分 1,383千円

 （2）退職手当（平成28年4月1日現在）

区分 勤続20年 勤続25年 勤続
35年

最高
限度額

その他の
加算措置

１人当たり
平均支給額

勧奨・
定年

25.55625
月分

34.5825
月分

49.59
月分

49.59
月分

定年前早期
退職特別措
置（2～20％
加算）

18,032
千円

自己
都合

20.445
月分

29.145
月分

41.325
月分

49.59
月分

14,747
千円

※職務の級等の区分に応じた6段階の調整月額を決め、職員の在職期間
のうち、その月額が高いほうから60月分の合計額を調整額として加算
しています。
※退職手当の1人当たり平均支給額は、平成27年度に退職した職員に
支給した平均額です。

（4）時間外勤務手当

平成27年度
決算

支給実績 69,172千円

職員１人当たり平均支給年額 188千円

平成26年度
決算

支給実績 89,087千円

職員１人当たり平均支給年額 236千円

（3）特殊勤務手当（平成28年4月1日現在）

平成27年度
決算

支給実績 4,656千円

支給職員１人当たり平均支給年額 67,478円

職員全体に占める手当支給職員の割合 18.8%

平成28年度 手当の種類（手当数） 9

３　職員の平均給与月額、初任給等の状況

区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級

1号級の
給与月額

140,590 190,865 227,192 260,809 287,201 318,109

円 円 円 円 円 円

最高号級の
給与月額

246,961 304,060 350,020 381,129 393,171 410,431

円 円 円 円 円 円

（3）特記事項（給与減額の状況）
管理職手当の見直しを行い、平成21年4月1日から定額制に改
正し、以下のとおり減額支給しています。
平成22年1月から
総務課長（25,000円減額）、消防長等（18,000円減額）、
課長等（15,000円減額）、所長心得（10,000円減額）

総務課から

（1）職員の平均年齢、平均給料月額の状況
　　　　　　　　　　　　（平成28年4月1日現在）

職種 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 44.6歳 301,100円 340,500円

技能労務職 53.6歳 253,000円 260,505円
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６　特別職の報酬等の状況  （平成28年4月1日現在）
区　分 給料月額 期末手当

町　長 770,000円

年間3.15月分副町長 625,000円

教育長 570,000円

区　分 報酬月額 期末手当

議　長 286,000円

年間3.15月分副議長 227,000円

議　員 181,000円

（1）部門別職員数の状況と主な増減理由

区分

部門

職員数
主な増減理由平成

27年
平成
28年

対前年
増減数

一
般
行
政
部
門

議　会 3人 3人 0人

総　務 57人 51人 △6人 業務見直しによる減員

税　務 13人 13人 0人

民　生 96人 94人 △2人 業務見直しによる減員

衛　生 40人 32人 △8人 し尿処理施設閉鎖による減員

農林水産 27人 26人 △1人 業務見直しによる減員

商　工 12人 12人 0人

土　木 13人 17人 4人 業務見直しによる増員

小　計 261人 248人 △13人

特
別
行
政
部
門

教　育 69人 72人 3人 退職者不補充による減員、業務見直しによる増員

消　防 47人 48人 1人 業務見直しによる増員

小　計 116人 120人 4人

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病　院 40人 38人 △2人 育児休業者補充、業務見直しによる減員

水　道 13人 13人 0人

交　通 0人 0人 0人

下水道 1人 1人 0人

その他 24人 25人 1人 業務見直しによる増員

小　計 78人 77人 △1人

合　計 455人 445人 △10人

７　職員数の状況

８　職員の分限及び懲戒処分の状況
区分 種類 内容 該当

分限処分

降任
免職
休職
降給

・勤務成績が良くない場合
・心身の故障の場合
・職に必要な適格性を欠く場合
・職制、定数の改廃、予算の減少により廃
職、過員を生じた場合

・刑事事件に関し、起訴された場合
・失職した場合

0件 

懲戒処分

戒告
減給
停職
免職

・法令に違反した場合
・職務上の義務に違反しまたは職務を怠
　った場合
・全体の奉仕者たるにふさわしくない非
行があった場合

戒告
1件 

９　職員の服務の状況
（1）年次有給休暇（平成27年1月1日～同年12月31日）
総付与日数
（A）

総取得日数
（B）

全対象職員数
（C）

平均取得日数
（B/C）

消化率
（B/A）

8,937日 1,761日 228人 7.7日 19.7%

（2）育児休業等の取得状況（平成27年度）
区　　　　　　　分 男性 女性 合計

 育児休業取得者数 － 7人 7人 

 うち新規取得者数 － 6人 6人 

 部分休業取得者数 － － 0人 

 うち新規取得者数 － － 0人 

 深夜勤務及び時間外勤務の制限請求者数 － － 0人 

 うち新規取得者数 － － 0人 

11　職員の福祉
（1）職員の健康保持、疾病予防対策の状況（平成28年度）
　年に1度、職員定期健康診断及び健康相談を実施し、職員の
健康確保に努めました。 
　また、定期的に産業医が職場を巡視し、健康障害の防止及び
快適な職場環境の形成を図りました。

（2）職場の安全衛生の状況（平成28年度）
　労働安全衛生法に基づき、衛生委員会の設置、産業医、衛生
管理者等の配置を行い、快適な職場環境の実現と職場における
職員の安全と健康の確保のため安全衛生管理体制を整備してい
ます。     

（3）福利厚生制度に係る負担状況（平成27年度普通会計決算）  

区分 負担金額

共済組合負担金
愛媛県市町村職員共済組合 449,578千円

愛媛県効率学校共済組合 16,377千円

愛媛県市町村互助会 2,745千円

（4）公務災害の状況（平成27年度)
　平成27年度に公務災害の受理及び認定件数は0件でした。

（5）通勤災害の状況（平成27年度)
　平成27年度に通勤災害の受理及び認定件数は0件でした。

（6）勤務条件に関する措置要求の状況（平成27年度)
　平成27年度に勤務条件に関する措置要求はありませんでした。

（7）不利益処分に関する不服申立ての状況（平成27年度)
　平成27年度に不利益処分に関する不服申し立てはありません
でした。

10　職員の研修及び勤務成績の評定の状況
職員の勤務能率の発揮及び増進のため、以下の研修を実施しています。

区　　　分 研　修　名　等
職場内研修 接遇接客研修、法政執務研修ほか

職
場
外
研
修

基
本
研
修

階層別研修 新採職員研修、中堅職員研修、係長級研
修、課長級研修

ステージアップ
研修

行政法講座、政策立案講座、マネジメン
ト能力講座ほか

派
遣
研
修

専門研修機関 市町村アカデミー

官公庁 愛媛県
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

国
民
健
康
保
険
ご
加
入
の
方
へ

特
定
健
診
の
受
診
方
法
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た

国
保
一
本
松
病
院
附
属
内
海
診
療
所
の
所
長
に

兵
頭
和
樹
医
師
が
着
任
し
ま
し
た

御
荘
夢
創
造
館
運
営
懇
話
会
委
員
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

町
民
課
・
保
健
福
祉
課
か
ら

内
海
診
療
所
か
ら

兵ひ
ょ
う
ど
う頭
和か
ず

樹き　

国
保
一
本
松
病
院
附
属
内
海
診
療
所
長

　

４
月
か
ら
国
保
一
本
松
病
院
附
属
内
海
診
療
所

に
赴
任
し
ま
し
た
兵
頭
和
樹
と
申
し
ま
す
。

　

自
治
医
科
大
学
を
卒
業
の
の
ち
愛
媛
県
立
中
央

病
院
で
２
年
間
の
初
期
研
修
を
修
了
し
、
西
予
市

立
西
予
市
民
病
院
で
内
科
医
と
し
て
２
年
間
勤
務

し
た
後
に
当
診
療
所
に
参
り
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
は
北
宇
和
郡
鬼
北
町（
旧
日
吉
村
）で
、
冬
に
は
雪
が
50
―
60
㎝
積
も

る
山
の
中
で
育
ち
ま
し
た
。
宇
和
も
寒
い
と
こ
ろ
で
し
た
の
で
こ
ち
ら
の
気
候

に
も
早
く
慣
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
医
師
と
し
て
の
経
験
も
浅
く
、
加
え
て
診
療
所
勤
務
は
初
め
て
で

す
の
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
方

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
40
歳
以
上
の
方

②
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
30
歳
〜
39
歳
の
方

　
（
職
場
健
診
が
受
診
で
き
る
方
を
除
く
）

◆
受
診
方
法　

集
団
健
診
と
医
療
機
関
で
行
う
個
別
健
診
が
あ
り
ま
す

集
団
健
診

個
別
健
診

対　

象

右
記 

①
②
に
該
当
す
る
方

右
記 

①
の
方

場　

所

集
会
所
・
公
民
館
な
ど

町
内
の
医
療
機
関

時　

期

５
月
〜
11
月

５
月
〜
翌
年
の
３
月

受
診
方
法

左
図
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

役
場
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
の
受
付
は
５
月
か
ら

で
す
。

◆
Ｈ
29
年
度
の
特
定
健
診
を
受
け
る
に
は

受
診
状
況
や
申
し
込
み
状
況

事
前
郵
便
物
と
当
日
持
参
物

平
成
27
年
、
も
し
く
は
平
成
28
年

に
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方

健
診
の
２
週
間
前
に
受
診
券
・

問
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。
健
診

当
日
は
、
届
い
た
郵
便
物
と
保

険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
と
同
じ
日
に
実
施
す
る

が
ん
検
診
を
申
し
込
ん
で
い
る
方

右
記
以
外
の
方
（
国
保
に
新
規
加

入
の
方
・
２
年
以
内
に
特
定
健
診

を
受
け
て
い
な
い
方
な
ど
）

事
前
郵
便
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
診
当
日
は
、
保
険
証
を
持
っ

て
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

御
荘
夢
創
造
館
か
ら

職
務
の
内
容

年
２
回
の
会
議
に
出
席
し
、
御
荘
夢
創
造
館
の
事
業
活

動
や
運
営
全
般
に
関
す
る
審
議
等
を
行
う
。

報
酬
等
の
条
件

日
額
７
，０
０
０
円　　
交
通
費
の
支
給
有
り

公
募
人
数

２
名
（
委
員
定
数
10
名
）

任
期

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

応
募
資
格

町
内
在
住
の
方
で
、
児
童
館
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

募
集
期
間

４
月
１
日
㈯
〜
４
月
30
日
㈰

問
合
せ　

御
荘
夢
創
造
館 

℡
７
２
―

１
１
１
６
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「
海
洋
ク
ラ
ブ
員
」を
募
集
し
ま
す

  

税
務
課
等
か
ら

４
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

固

定

資

産

税

1期分/4期分
全期

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、

ま
ず
督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し

て
い
ま
す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す

と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益

費
、
駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当

月
分
が
月
末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用

料
の
振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振

替
日
は
翌
月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と

な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

「
ま
き
は
ん
べ
作
り
体
験
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

Ｂ
＆
Ｇ
御
荘
海
洋
ク
ラ
ブ
は
、
豊
か
な
人
格
形
成
や

体
力
向
上
を
目
的
に
、
年
間
を
通
じ
て
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
等
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ

員
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
お
気

軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

加
入
資
格　

町
内

在
住
の
小
学
３
年

生
以
上
の
方

年
会
費　

１
名 

５
，０
０
０
円（
研
修
事

業
等
に
参
加
す
る
場
合
、
随
時
参
加
費

を
徴
収
し
ま
す
）活
動
内
容
や
申
込
方
法

等
、
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー  

 

℡
７
２
―

１
１
１
７

町
民
課
か
ら

今
月
の
社
会
保
険
・

 

年
金
一
日
相
談（
予
約
制
）

 

○
４
月
18
日
㈫

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ　

宇
和
島
年
金
事
務
所

　

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　

電
話
受
付
対
応
時
間

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ

ば
、
学
生
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一

般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本

人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、
短
期

大
学
、高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
及
び
各
種
学
校（
修
業
年

限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）に
在
学

す
る
学
生
等
で
、
ご
本
人
の
前
年
所

得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額

以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

〈
所
得
の
め
や
す
〉
１
１
８
万
円
＋

｛
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
｝

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶

予
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成
29
年
度

も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
方
へ
は
、

３
月
末
に
基
礎
年
金
番
号
等
が
印
字

さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る

方
は
、こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記

入
し
返
送
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、平
成
29
年
度
分
の
申
請
が
で
き

ま
す（
こ
の
場
合
、
在
学
証
明
書
ま
た

は
、学
生
証
の
写
し
の
添
付
は
不
要
）。

問
合
せ　

　
宇
和
島
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　
　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

　

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
で
は
、「
ま
き
は
ん
べ

作
り
体
験
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。山
出
地
区
で
伝
統
的
な
一
品
と

し
て
作
ら
れ
て
い
る
「
ま
き
は
ん

べ
」を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

４
月
22
日
㈯ 

10
時
か
ら

場
所　

山
出
「
か
ん
こ
ろ
館
」

定
員　

10
名（
先
着
順
）

体
験
料　

１
人　

１
，０
０
０
円

申
込
締
切
日　

４
月
19
日
㈬

問
合
せ　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

 

℡
７
２
―

７
３
１
１
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

平成29年度「狂犬病予防注射」の日程をお知らせします
環境衛生課から

月日 地域 場　　　所 時　　　　　間 月日 地域 場　　　所 時　　　　　間

５
月
23
日
㈫

内　
　

海

網代消防倉庫 ８時３０分 ～ ８時３５分

５
月
25
日
㈭

西　
　

海

武者泊分館 ８時５０分 ～ ８時５５分

えひめ南農協魚神山出張所 ８時５５分 ～ ９時０５分  麦ケ浦集会所 ９時１０分 ～ ９時１５分

油袋漁民センター ９時２５分 ～ ９時３０分  福浦公民館 ９時３５分 ～ ９時４５分

家串公民館 ９時５０分 ～ ９時５５分 福浦学校前バス停 １０時００分 ～ １０時１０分

平碆分館 １０時１０分 ～ １０時１５分 樽見集会所 １０時２５分 ～ １０時３０分

須ノ川分館 １０時３５分 ～ １０時４５分 久家集会所 １０時５０分 ～ １１時００分

愛南漁協内海支所 １１時０５分 ～ １１時１０分 役場西海支所 １１時１５分 ～ １１時２５分

役場内海支所 １１時３０分 ～ １１時４５分 内泊集会所 １１時３５分 １１時４０分

御　
　

荘

御荘菊川農村研修センター １３時００分 ～ １３時１５分 中泊集会所 １１時５０分 １１時５５分

平山集会所 １３時３５分 ～ １３時４０分 越田集会所 １３時２５分 １３時３０分

長崎集会所 １４時００分 ～ １４時０５分

城　
　

辺

緑基幹集落センター １４時４５分 ～ １５時００分

長月公民館 １４時３５分 ～ １５時０５分 豊田集会所 １５時１５分 ～ １５時２０分

和口第２集会所 １５時２５分 ～ １５時３０分 長野集会所 １５時４０分 ～ １５時５０分

栄町集会所 １５時５０分 ～ １５時５５分 蓮乗寺バス停 １６時０５分 ～ １６時１０分

節崎コミュニティセンター １６時１０分 ～ １６時１５分 農業共済組合前 １６時３０分 ～ １６時４０分

馬瀬集会所 １６時３５分 ～ １６時４０分 役場本庁 １７時０５分 ～ １７時３０分

御荘文化センター １７時０５分 ～ １７時３０分

５
月
26
日
㈮

城　
　

辺

大僧都集会所 ８時５０分 ～ ８時５５分

５
月
24
日
㈬

御　
　

荘

猿鳴集会所 ８時３０分 ～ ８時３５分 僧都ふれあい交流館 ９時０５分 ～ ９時１０分

旧中浦小学校 ９時０５分 ～ ９時１０分 山出集会所 ９時３０分 ～ ９時３５分

中浦漁村振興センター ９時３０分 ～ ９時３５分 大道集会所 ９時５５分 ～ １０時００分

尻貝集会所 ９時５５分 ～ １０時００分 太場集会所 １０時１５分 ～ １０時２０分

高畑バス停 １０時１０分 ～ １０時１５分

一　

本　

松

上大道集会所 １０時４０分 ～ １０時５０分

赤水コミュニティセンター １０時３０分 ～ １０時３５分 満倉集会所 １１時１０分 ～ １１時１５分

深泥集会所 １０時５０分 ～ １０時５５分 中川コミュニティセンター １１時４０分 ～ １１時５５分

御荘B&G海洋センター １１時２０分 ～ １１時４５分 広見コミュニティセンター １３時３０分 ～ １３時５０分

城
　
　
辺

新浦バス停 １３時１０分 ～ １３時２０分 増田コミュニティセンター １４時１５分 ～ １４時２５分

久良漁協 １３時３５分 ～ １３時４５分 御在所集会所 １４時５０分 ～ １４時５５分

鯆越集会所 １４時０５分 ～ １４時１０分 徳田集会所 １５時１５分 ～ １５時２０分

深浦公民館 １４時３０分 ～ １４時４５分 正木下集会所 １５時３０分 ～ １５時３５分

旧愛南漁協東海支所 １５時００分 ～ １５時１０分 東小山集会所 １５時５０分 ～ １５時５５分

東海公民館 １５時３０分 ～ １５時４０分 小山本村集会所 １６時１０分 ～ １６時１５分

敦盛集会所 １５時５０分 ～ １５時５５分 内尾串集会所 １６時３０分 ～ １６時３５分

脇本集会所 １６時２５分 ～ １６時３０分 一本松保健センター １６時５０分 ～ １７時３０分

城の辺学習館 １７時１０分 ～ １７時３０分

◎予防注射料…１頭につき ３，０００円
　（注射済票交付手数料５５０円を含む。）

◎登　録　料…１頭につき ３，０００円
　（登録は１頭につき１回。※認め印が必要です。）
※混雑を避けるため、お支払いはつり銭のいらないように
　お願いします。
◆該当者には通知ハガキを郵送していますので、当日は必ずご持参くだ
さい。ハガキを忘れた場合、記入していただく書類があります。 問合せ 　環境衛生課 ℡７２ ―７３１６
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在
宅
で
生
活
を
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
方
へ
、

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

高
齢
者
支
援
課
か
ら

事
業
名

支
給
内
容

対
象
者

は
り
、
灸
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
等
施
術
費

助
成
事
業

町
指
定
の
施
術
機
関
で
施
術

を
受
け
た
場
合
、
１
回
に
つ

き
１
，０
０
０
円
を
助
成
。

１
日
１
回
、
１
か
月
に
２
回

を
限
度
。

65
歳
以
上
の
方
。
た
だ

し
、
医
療
保
険
で
医
療
費

の
支
給
が
行
わ
れ
る
場

合
、
助
成
の
対
象
外
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
整
備
事
業

非
常
通
報
、
火
災
監
視
、
ラ

イ
ブ
リ
ズ
ム
等
を
監
視
す
る

装
置
に
よ
り
、
24
時
間
体
制

で
、
迅
速
か
つ
適
切
な
救
済

体
制
を
図
る
。

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

の
世
帯
で
、
身
体
及
び
環

境
上
等
の
理
由
で
、
緊
急

時
に
通
報
手
段
の
確
保
が

困
難
な
方
。

「
食
」
の
自
立
支

援
事
業

週
４
回
、
昼
食
を
提
供
。
利

用
者
負
担
額　

１
食
４
５
０

円
。

高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、

自
身
で
は
食
事
の
準
備
が

困
難
な
方
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
助

成
事
業
（
今
後
、

交
付
条
件
の
拡
充

を
検
討
し
ま
す
。）

補
助
券
は
、
年
間
50
枚
を
限

度
に
交
付
し
、
利
用
は
町
内

の
移
動
に
限
り
、
１
回
の
乗

車
に
つ
き
１
枚
、
１
日
１
往

復
を
限
度
。

券
の
種
類

１
，５
０
０
円
券

（
脇
本
、
中
玉
）

１
，０
０
０
円
券（
猿
鳴
）

８
０
０
円
券

（
左
右
水
、
大
浜
）

５
０
０
円
券

（
そ
の
他
の
行
政
区
）

当
該
年
度
４
月
１
日
で
、

70
歳
以
上
か
、
２
級
以

上
の
身
体
障
が
い
者
手
帳

等
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
、
乗
合
バ
ス
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
停
留

所（
フ
リ
ー
乗
降
で
き
る

区
間
は
そ
の
路
線
）か
ら

３
０
０
ｍ
以
上
家
が
離
れ

て
い
る
方
。

問
合
せ　

高
齢
者
支
援
課 

℡
７
２
―

７
３
２
５

福
祉
移
送
（
有
償

運
送
）
サ
ー
ビ
ス

事
業

利
用
者
が
町
内
の
医
療
機
関

等
に
定
期
的
に
赴
く
場
合
、

福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

に
対
し
て
助
成
。
利
用
者
負

担 

片
道
５
０
０
円
。

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す

る
こ
と
が
困
難
な
移
動
制

約
者
で
、
常
時
寝
た
き
り

で
、
座
位
が
保
持
で
き
な

い
高
齢
者
等
。

ね
た
き
り
老
人
等

介
護
慰
労
金
支
給

事
業
（
今
後
、
支

給
条
件
の
拡
充
を

検
討
し
ま
す
。）

介
護
者
に
月
額
７
，
５
０
０

円
を
支
給
。
た
だ
し
、
介
護

保
険
適
用
の
通
所
介
護
、
訪

問
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
は
月
額
５
，
０
０
０
円
を

支
給
。

寝
た
き
り
高
齢
者
と
同
居

し
、
生
計
を
同
じ
く
す
る

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

で
、
６
か
月
以
上
介
護
に

当
た
っ
て
い
る
介
護
者
。

日
常
生
活
用
具
給

付
事
業

火
災
報
知
器
・
自
動
消
火

器
・
電
磁
調
理
器
を
給
付
。

世
帯
の
所
得
税
額
に
よ
り
利

用
者
負
担
あ
り
。

火
の
取
扱
い
に
不
安
を
感

じ
、
低
所
得
で
、
概
ね
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯
。

在
宅
ね
た
き
り
老

人
等
紙
お
む
つ
支

給
事
業

尿
取
り
パ
ッ
ド
、
は
く
パ
ン

ツ
な
ど
、
１
か
月
、
１
０
０

枚
程
度
を
予
算
の
範
囲
内
で

支
給
。

町
内
に
引
き
続
き
１
年
以

上
住
所
を
有
し
、
65
歳
以

上
及
び
重
度
身
体
障
が
い

者
で
、
在
宅
で
６
か
月
以

上
寝
た
き
り
状
態
又
は
認

知
症
及
び
身
体
に
障
が
い

が
あ
っ
て
、
常
時
紙
お
む

つ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
方
。

介
護
用
品
支
給
事

業

１
か
月
７
，
０
０
０
円
相
当

分
の
介
護
用
品
を
現
物
で
支

給
。

要
介
護
４
又
は
５
と
判
定

さ
れ
た
在
宅
の
高
齢
者

で
、
町
民
税
非
課
税
世
帯

に
属
す
る
方
を
介
護
し
て

い
る
家
族
。
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

医
師
確
保
奨
学
金
貸
付
制
度
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

保
健
福
祉
課
か
ら

「
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
」予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

保
健
福
祉
課
か
ら

　

愛
南
町
で
は
、
将
来
医
師
と
し
て

愛
南
町
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で
従

事
し
よ
う
と
す
る
熱
意
の
あ
る
医
学

生
の
方
に
対
し
、
修
学
に
必
要
な
資

金
の
貸
付
け
を
行
い
ま
す
。

⑴ 

募
集
資
格　
（
①
〜
④
の
す
べ
て

を
備
え
た
方
）

①
愛
南
町
に
本
人
ま
た
は
保
護
者
の

住
所
が
あ
る
方

②
愛
媛
県
内
の
高
等
学
校
の
卒
業
生 

③
医
学
を
専
攻
す
る
大
学
生（
自
治

医
科
大
学
を
除
く
）

④
愛
媛
県
地
域
医
療
医
師
確
保
奨
学

金
、
医
師
確
保
奨
学
基
金
の
貸
与
者

以
外

⑵ 

募
集
人
員　
（
平
成
29
年
度
） 

　

１
名

⑶ 

種
類
と
貸
付
金
額

①「
入
学
金
等
」　

50
万
円
を
限
度

②「
修
学
資
金
」　

月
額　

20
万
円
を

限
度 

③「
修
学
一
時
金
」　

２
０
０
万
円
を

限
度（
大
学
５
年
生
ま
た
は
６
年
生
） 

⑷ 

貸
付
期
間

①
入
学
金
等
の
貸
付
け
は
、
入
学
す

る
年
度
の
１
回
の
み
と
し
、
入
学
金

等
の
み
の
貸
付
け
は
し
な
い
。

②
修
学
資
金
の
貸
付
期
間
は
６
年
間

を
限
度

③
修
学
一
時
金
は
一
括
ま
た
は
分
割

の
貸
付
け
と
し
、
修
学
一
時
金
の
み

の
貸
付
け
は
し
な
い
。

⑸ 

貸
付
の
決
定

＊
愛
南
町
医
師
確
保
奨
学
金
貸
付
審

査
会
で
審
査
を
行
い
決
定
し
ま
す
。

⑹ 

返
還
免
除（
全
額
）

①
大
学
を
卒
業
後
２
年
以
内
に
医
師

の
免
許
を
取
得
後
、
貸
付
期
間
の
２

倍
に
相
当
す
る
期
間
内
に
指
定
医
療

機
関
に
お
い
て
、
貸
付
期
間
と
同
じ

期
間
従
事
し
た
場
合

②
指
定
医
療
機
関
で
従
事
期
間
中
に

業
務
上
の
理
由
で
死
亡
、
ま
た
は
心

身
を
故
障
し
、
奨
学
金
を
返
還
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合

注
）
修
学
一
時
金
は
免
除
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

〈
指
定
医
療
機
関
〉

・
愛
南
町
立
国
保
一
本
松
病
院
及
び

同
附
属
内
海
診
療
所

・
そ
の
他
特
に
町
長
が
認
め
る
医
療

機
関

⑺ 

受
付
期
間

＊
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。（
入
学

金
等
は
入
学
日
か
ら
６
か
月
以
内
）

問
合
せ　

　

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

　

平
成
29
年
度
「
高
齢
者
の
肺
炎
球

菌
感
染
症
」
予
防
接
種
の
対
象
者
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
対
象
と

な
る
方
は
、
一
部
公
費
負
担
に
よ
り

接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
接
種

期
間
は
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
30
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

予
防
接
種
を
受
け
る
に
は
、
接
種

券
と
予
診
票
が
必
要
で
す（
持
た
ず

に
接
種
し
た
場
合
は
自
費
に
な
り
ま

す
）の
で
、
事
前
に
役
場
保
健
福
祉

課
ま
た
は
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度
対
象
者  

※
対
象
と
な
る
の
は
今
年
度
限
り
で
す
。

65
歳

昭
和
27
年
４
月
２
日
生
〜
昭
和
28
年
４
月
１
日
生

70
歳

昭
和
22
年
４
月
２
日
生
〜
昭
和
23
年
４
月
１
日
生

75
歳

昭
和
17
年
４
月
２
日
生
〜
昭
和
18
年
４
月
１
日
生

80
歳

昭
和
12
年
４
月
２
日
生
〜
昭
和
13
年
４
月
１
日
生

85
歳

昭
和
７
年
４
月
２
日
生
〜
昭
和
８
年
４
月
１
日
生

90
歳

昭
和
２
年
４
月
２
日
生
〜
昭
和
３
年
４
月
１
日
生

95
歳

大
正
11
年
４
月
２
日
生
〜
大
正
12
年
４
月
１
日
生

１
０
０
歳

大
正
６
年
４
月
２
日
生
〜
大
正
７
年
４
月
１
日
生

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
も
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
は
対
象
と
な
る
場
合

が
あ
る
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数　

生
涯
１
回（
今
ま
で
に

接
種
し
た
こ
と
の
あ
る
方
は
対
象
外

で
す
）

自
己
負
担
金　

４
，０
０
０
円（
生
活

保
護
受
給
者
は
所
定
の
手
続
き
に
よ

り
無
料
）

問
合
せ　

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２
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国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

愛
南
町
人
材
育
成
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

愛
南
町
行
政
評
価
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
有
効
期
間
が
変
更
と
な
り
ま
す

　

町
民
課
か
ら

　

健
康
保
険
な
ど
に
加
入
・
脱
退
を

し
た
と
き
は
、
加
入
・
脱
退
を
し
た

日
か
ら
14
日
以
内
に
町
民
課
ま
た
は

各
支
所
に
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

【
国
保
に
加
入
す
る
と
き
】

　

退
職
や
任
意
継
続
保
険
が
喪
失
し

た
、
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
か
ら
外

れ
た
な
ど
、
ほ
か
の
保
険
を
脱
退
し

た
場
合

届
出
に
必
要
な
も
の　

健
康
保
険
資

格
喪
失
証
明
書
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書

類
、
印
鑑

【
国
保
か
ら
脱
退
す
る
と
き
】

　

就
職
や
健
康
保
険
被
扶
養
者
に
な

る
な
ど
、
新
た
な
保
険
に
加
入
し
た

場
合

届
出
に
必
要
な
も
の　

新
し
い
保
険

証
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
国
保
の

保
険
証
、
印
鑑

※
届
出
が
遅
れ
る
と
保
険
税
を
遡
っ

て
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
必
要

の
な
い
保
険
税
を
納
め
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

町
民
課 
℡
７
２
―

７
３
０
０

企
画
財
政
課
か
ら

　

愛
南
町
で
は
、
町
の
地
域
づ
く
り

の
担
い
手
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
づ
く

り
や
国
際
化
時
代
・
情
報
化
時
代
に

対
応
し
た
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て

「
人
材
育
成
事
業
補
助
金
制
度
」
を

創
設
し
て
い
ま
す
。

【
補
助
金
額
の
範
囲
】

⑴
国
内
研
修
は
必
要
経
費（
食
糧
費

を
除
く
旅
費
、
宿
泊
費
及
び
資
料

代
）の
２
分
の
１
以
内
と
し
、
１
人

当
た
り
10
万
円
を
限
度

⑵
国
外
研
修
は
必
要
経
費（
食
糧
費

を
除
く
旅
費
、
宿
泊
費
及
び
資
料

代
）の
２
分
の
１
以
内
と
し
、
１
人

当
た
り
30
万
円
を
限
度

⑶
学
習
会
、
講
座
及
び
研
修
会
の
参

加
ま
た
は
開
催
に
必
要
な
経
費（
食

糧
費
を
除
く
報
償
費
、
旅
費
、
需
用

費
、
役
務
費
、
使
用
料
及
び
賃
貸

料
）の
２
分
の
１
以
内
と
し
、
50
万

円
を
限
度

【
補
助
金
対
象
者
】

⑴
町
内
に
居
住
す
る
方
で
、
今
後
も

引
き
続
き
居
住
す
る
意
思
の
あ
る
方

⑵
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
意
思
の
あ
る
方

⑶
町
の
振
興
及
び
活
性
化
に
自
ら
取

組
み
、
か
つ
、
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
が

果
た
せ
る
方

⑷
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※
こ
の
補
助
金
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
は
、
交
付
申
請
書
を
事
業
実
施
の

１
か
月
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
後
、
内
容
を
審
査
し
適
否

を
決
定
し
ま
す
。

問
合
せ 

企
画
財
政
課 

℡
７
２
―

７
３
１
７

企
画
財
政
課
か
ら

職
務
の
内
容

愛
南
町
行
政
の
実
施
す
る
事
業
に
つ
い
て
評
価
を
行
う

報
酬
等
の
条
件

日
額
７
，０
０
０
円

公
募
人
数

２
名
以
上
（
委
員
定
数
10
名
）

任
期

３
年（
平
成
29
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
32
年
５
月
31
日
）

応
募
資
格

町
内
在
住
者
で
20
歳
以
上
の
者

募
集
期
間

４
月
７
日
㈮
〜
４
月
28
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ　

企
画
財
政
課 

℡
７
２
―

７
３
１
７

町
民
課
か
ら

　

こ
れ
ま
で
、
保
険
証
の
有
効
期
間

は
４
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
平

成
29
年
度
に
限
り
、
こ
の
有
効
期
間

を
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30

年
７
月
31
日
ま
で
に
変
更
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
変
更
に
伴
い
、
平
成

30
年
度
以
降
は
、
８
月
１
日
か
ら
翌

年
の
７
月
31
日
ま
で
の
有
効
期
間
と

な
り
ま
す
。

問
合
せ　

　

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

危
険
物
取
扱
試
験
と
準
備
講
習
会
を
実
施
し
ま
す

消
防
本
部
か
ら

平
成
29
年
度
危
険
物
取
扱
者
試
験

（
第
１
回
）

試
験
日　

６
月
25
日
㈰

会
場　

○
学
生 

吉
田
高
等
学
校
他  

　
　
　

○
一
般 
愛
媛
大
学

願
書
受
付

　

書
面
申
請

　

４
月
11
日
㈫
〜
４
月
21
日
㈮

（
願
書
提
出
先
：
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
愛
媛
県
支
部
）

　

電
子
申
請

　

４
月
８
日
㈯
〜
４
月
18
日
㈫

試
験
種
類

　

甲
・
乙
・
丙
種
の
全
種
類（
吉
田

会
場
は
乙
種
第
４
類
と
丙
種
の
２
種

類
）

受
験
料　

甲
種
＝
５
，０
０
０
円

　
　
　
　

乙
種
＝
３
，４
０
０
円

　
　
　
　

丙
種
＝
２
，７
０
０
円

願
書
配
付

　

消
防
本
部
・
各
消
防
署
・
各
分

署
・
各
地
方
局
防
災
対
策
室

問
合
せ

（
一
財)

消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
愛
媛
県
支
部

　

℡
０
８
９
―

９
３
２
―

８
８
０
８

準
備
講
習
会（
乙
種
第
４
類
対
象
）

日
時　

５
月
26
日
㈮

〜
５
月
27
日
㈯
の
２
日
間

※
い
ず
れ
も
９
時
〜
16
時

会
場　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

消
防
本
部　

４
階
大
会
議
室

受
講
料　

会　

員
＝
６
，６
０
０
円

　
　
　
　

非
会
員
＝
９
，２
０
０
円

テ
キ
ス
ト
代

　

法　

令　

１
，４
０
０
円

　

実　

務　

１
，４
０
０
円

　

問
題
集　

１
，７
０
０
円

　
　
　
　
　
（
乙
種
第
４
類
の
場
合
）

申
込
期
間

　

４
月
10
日
㈪
〜
５
月
26
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
８

時
30
分
〜
17
時
15
分
）

そ
の
他　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

宇
和
島
地
区
広
域

事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課
内

　

宇
和
島
地
区
危
険
物
安
全
協
会
事

務
局

　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

７
５
０
１

納　期　月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

納　期　限 5/1 5/31 6/30 7/31 8/31 10/2 10/31 11/30 12/25 1/31 2/28 4/2
㈪ ㈬ ㈮ ㈪ ㈭ ㈪ ㈫ ㈭ ㈪ ㈬ ㈬ ㈪

税　
　

目

町 県 民 税 1期
全期 2期 3期 4期

固 定 資 産 税 1期
全期 2期 3期 4期

軽 自 動 車 税 全期

国民健康保険税 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期

介 護 保 険 料
（1号被保険者普通徴収分） 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

税
金
は
納
期
内
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う

税
務
課
か
ら

　

平
成
29
年
度
町
税
及

び
介
護
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
納
期
月

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
税
等
の
納
付
は
、

便
利
で
確
実
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
口
座
振
替

日
は
各
納
期
限
の
日
で

す
の
で
、
振
替
不
能
に

な
ら
な
い
よ
う
に
通
帳

の
残
高
を
よ
く
確
認
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
平
成
29
年
度
の

固
定
資
産
税
納
税
通
知

書
兼
課
税
明
細
書
・
納

付
書（
口
座
振
替
を
ご
利

用
の
方
以
外
）は
、
４
月

17
日
㈪
に
発
送
す
る
予

定
で
す
。

問
合
せ　

税
務
課 

℡
７
２
―

７
３
０
１
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後列左から中学校の部　最優秀賞　草木原寧
ね

子
ね

さん／

優秀賞　好岡智
とも

紀
かず

さん、髙平なごみさん。

前列左から小学校の部　最優秀賞　松岡愛
まな

美
み

さん／

優秀賞　藤本和
かず

真
ま

さん、島本こはくさん

５
歳
児
健
診
歯
科
表
彰

　

町
で
は
、
５
歳
児
健
康
診
査
で
、

む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子
さ
ん

を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
に
実
施
し
ま
し
た
５
歳
児

健
診
で
は
31
名
の
受
診
者
の
中
で

18
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
歯
磨
き
を

し
て
、き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

  

宇
都
宮　

琉ろ
い 

く
ん 

柏

  

木
口　

惣そ

葵あ 

ち
ゃ
ん 

柏

  

福
永　

琉る

奈な 

ち
ゃ
ん 

柏

  

緒
方
梨り

い

さ

衣
沙 

ち
ゃ
ん 

御
荘
長
月

北
原　

沙さ

野や 

ち
ゃ
ん 

御
荘
平
城

澤
近　

綾あ
や

乃の 

ち
ゃ
ん 

御
荘
平
城

清
水　

悠ゆ

愛あ 

ち
ゃ
ん 

中
浦

清
水　

悠ゆ
う

慎し
ん 

く
ん 

中
浦

清
水　

光こ
う

一い
ち 

く
ん 

御
荘
平
山

笹
本　

果か

暖の
ん 

ち
ゃ
ん 

城
辺
甲

菊
地
寛か

ん

次じ

郎ろ
う 

く
ん 

深
浦

川
村　

茉ま

白し
ろ 

ち
ゃ
ん 

深
浦

幸こ
う

田だ　

雪ゆ
き

那な 

ち
ゃ
ん 

久
良

田
原　

緋ひ

月い
ろ 

ち
ゃ
ん 

一
本
松

西
田　

一い
っ

輝き 

く
ん 

中
川

大
野
朔さ

く

太た

郎ろ
う 

く
ん 

広
見

和
田　

倫り

良ら 

ち
ゃ
ん 

福
浦

中
田　

英え
い

志し 

く
ん 

船
越

〜
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ
〜

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済
で
す
か
？

災
害
体
験
談
に
学
ぶ 

感
想
文
表
彰
式

防
災
対
策
課
か
ら

保
健
福
祉
課
か
ら

保
健
福
祉
課
か
ら

　

請
求
期
間
は
、
平
成
30
年
４
月
２

日
㈪
ま
で
で
す
。

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方

が
い
な
い
場
合
に
、
第
十
回
特
別
弔

慰
金
と
し
て
額
面
25
万
円
、
５
年
償

還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
対
象
と
な
る
ご
遺
族
等
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

請
求
先

　

保
健
福
祉
課
及
び
各
支
所

問
合
せ　

　

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

　

矢
田
部
龍
一
愛
媛
大
学
防
災
情
報

研
究
セ
ン
タ
ー
長
は
、
講
評
で
「
巨

大
地
震
災
害
を
ハ
ー
ド
対
策
だ
け
で

防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。
小
中
学
生

の
皆
さ
ん
が
、
豊
か
な
感
性
、
柔
ら

か
い
頭
脳
、
あ
っ
た
か
い
心
を
持
ち

合
わ
せ
て
、
人
の
命
を
大
切
に
す
る

と
い
う
作
品
を
書
い
て
く
れ
る
こ
と

は
、
防
災
対
策
と
し
て
と
て
も
大
事

な
こ
と
。
今
回
受
賞
さ
れ
た
６
つ
の

作
品
に
は
優
れ
た
感
性
が
ち
り
ば
め

ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
に
四
国
防
災
八
十
八
話

及
び
愛
南
町
の
災
害
体
験
談
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
先
人
の
経
験
や
知
恵
を

学
び
、
そ
れ
を
自
分
の
経
験
や
知
恵

と
す
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
の
防
災

力
と
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

小
学
校
と
中
学
校
の
部
で
そ
れ
ぞ

れ
最
優
秀
賞
１
名
、
優
秀
賞
２
名

が
選
ば
れ
、
賞
状
が
授
与
さ
れ
た
あ

と
、
入
賞
者
が
感
想
文
を
読
み
上
げ

ま
し
た
。
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あいなん
　　掲示板

県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

総
合
診
療
医 

村
上
先
生
が
着
任
し
ま
し
た
！

お知
らせ

　

県
立
南
宇
和
病
院
で
は
、平
成
18

年
度
か
ら
３
年
間
勤
務
さ
せ
て
い
た

だ
き
、８
年
ぶ
り
に
戻
っ
て
参
り
ま

し
た
。

　

県
立
中
央
病
院
で
は
、
総
合
診

療
、
へ
き
地
医
療
支
援
等
に
携
わ
り

な
が
ら
、
年
々
先
細
る
愛
南
町
の
医

療
事
情
を
内
心
忸じ

く

怩じ

た
る
思
い
で
見

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
年
を
と
っ
て
「
総
合
診

療
・
地
域
包
括
医
療
セ
ン
タ
ー
長
」

と
い
う
肩
書
で
の
赴
任
で
す
が
、
初

心
に
戻
っ
て
患
者
さ
ん
や
地
域
住
民

の
方
々
に
向
き
合
わ
せ
て
い
た
だ
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

専
門
は
総
合
診
療
で
、
基
本
的
に

ど
ん
な
病
気
に
も
対
応
し
ま
す
の

宇
和
島
市
福
祉
課
障
害
福
祉
係
か
ら

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
受
講
し
ま
せ
ん
か

募集
します

【
村む
ら

上か
み　

晃こ
う

司じ　

総
合
診
療
・
地
域
包
括
医
療
セ
ン
タ
ー
長
】

愛
南
警
察
署
か
ら

愛
媛
県
警
察
官（
大
学
卒
）を
募
集
し
ま
す

募集
します

採
用
予
定
日

　

⑴
平
成
30
年
４
月
１
日

　

⑵
平
成
29
年
10
月
１
日

第
１
次
試
験
日

　

５
月
13
日
㈯
、
14
㈰

応
募
締
切
日　

４
月
21
日
㈮

⑴
17
歳
以
上
32
歳
未
満
で
、
大
学
卒

業
者
ま
た
は
平
成
30
年
３
月
末
日
ま

で
に
大
学
卒
業
見
込
み
の
方

⑵
18
歳
以
上
32
歳
未
満
で
、
大
学
卒

業
者
ま
た
は
平
成
29
年
９
月
末
日
ま

で
に
大
学
卒
業
見
込
み
の
方

　

応
募
方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

愛
南
警
察
署 

℡
７
２
―

０
１
１
０

で
、
相
談
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

難
し
い
病
気
で
あ
れ
ば
、
専
門
医

と
相
談
・
連
携
し
ま
す
し
、
必
要
で

あ
れ
ば
高
次
医
療
機
関（
市
立
宇
和

島
病
院
や
県
立
中
央
病
院
、
愛
媛
大

学
等
）に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

ま
た
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
住

民
の
方
が
い
か
な
る
状
況（
た
と
え

ば
重
度
の
要
介
護
状
態
）と
な
っ
て

も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
、
住
民
の
方
を
中

心
と
し
た
地
域
包
括
医
療（
ケ
ア
）が

実
践
さ
れ
る
よ
う
に
、
医
師
会
を
は

じ
め
保
健
、
福
祉
、
行
政
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
職
種
の
人
た
ち
と
協
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

愛
南
町
の
方
々
に
少
し
で
も
貢
献

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
と
同
時
に
自
然
豊
か
な
愛
南

の
生
活
を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

19
時
〜
21
時

追
加
募
集　

１
人（
先
着
順
）

【
共
通
事
項
】

受
講
料　

無
料

※
た
だ
し
、テ
キ
ス
ト
代
３
，１
５
０

円
が
必
要
で
す
。

会
場　

宇
和
島
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー（
住
吉
町
）

申
込
締
切
日

　

４
月
28
日
㈮（
定
員
に
な
り
次
第
、

募
集
を
締
め
切
り
ま
す
）

申
込
・
問
合
せ　

　

宇
和
島
市
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

℡
０
８
９
５
―

２
４
―

１
１
１
１

　

内
線
２
１
５
１

　

宇
和
島
圏
域
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を

宇
和
島
市
で
開
催
し
ま
す
。
講
座
は「
入

門
課
程
」と「
基
礎
課
程
」の
二
種
類
で
す
。

【
入
門
課
程
】

対
象
者　

手
話
を
初
め
て
学
ぶ
方

期
間　

５
月
22
日
㈪
〜
11
月
20
日
㈪

の
月
曜
日（
全
21
回)

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

定
員　

25
人（
先
着
順
）

【
基
礎
課
程
】
※
追
加
募
集

対
象
者

　

昨
年
度
以
前
に
「
入
門
課
程
」
を

修
了
し
た
方

期
間　

５
月
15
日
㈪
〜
12
月
４
日
㈪

の
月
曜
日（
全
25
回
）
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手
話
通
訳
者
及
び
要
約
筆
記
者
の

養
成
研
修
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

受
講
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

手
話
通
訳
者

研
修
期
間　

平
成
29
年
５
月

〜
平
成
30
年
２
月

日
程　

月
１
回（
土
・
日
曜
日
）

会
場（
定
員
）　

　

西
条
会
場（
20
名
）・
西
予
会
場

（
20
名
）

受
講
対
象　

手
話
通
訳
者
養
成
講
習

会
の
修
了
者
か
同
程
度
の
手
話
技
術

を
有
す
る
方
で
、
県
内
に
居
住
又
は

勤
務
す
る
方

要
約
筆
記
者（

独
）自
動
車
事
故
対
策
機
構
か
ら

「
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
制
度
」、「
重
度
後
遺
障

害
介
護
料
支
給
」に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

お知
らせ

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
制
度

対
象
者　

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡

ま
た
は
重
度
後
遺
障
害
者
と
な
ら
れ

た
方
の
０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

の
お
子
様

返
済
期
間　

中
学
卒
業
後
20
年
以
内

※
大
学
等
進
学
の
場
合
猶
予
あ
り

重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給
制
度

対
象
者　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
、

脳
、
脊
髄
ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
を
損

傷
し
重
度
の
後
遺
障
害
を
持
っ
た
た

め
に
、
常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
が

必
要
な
状
態
に
あ
る
方

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

自
動
車
事
故
対
策
機
構

（
ナ
ス
バ
）愛
媛
支
所

℡
０
８
９
―

９
６
０
―

０
１
０
２

愛
媛
県
暴
力
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー
か
ら

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

お知
らせ

　無料で司法書士が相談
をお受けします。
　１回の相談人数は５人
までで事前に予約が必要
です。定員に達した場合は
受付を終了します。
 ４月２０日㈭14時～16時
　御荘老人福祉センター

無料法律相談

　無料で民生児童委員２
名が日常生活でかかえる
心配ごとの相談をお受け
します。
 ４月１２日㈬14時～16時
　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）まで
お問い合わせください。

コ 

ー 

ス　

手
書
き
コ
ー
ス
、パ
ソ
コ

ン
コ
ー
ス

研
修
期
間　

平
成
29
年
５
月

〜
平
成
30
年
２
月

日
程　

月
１
回
〜
５
回（
土
・
日
曜

日
）

会
場（
定
員
）　

八
幡
浜
市
内（
20
名
）

受
講
対
象　

県
内
に
居
住
又
は
勤
務

す
る
方
。
た
だ
し
、
要
約
筆
記
奉
仕

員
養
成
研
修
修
了
者
に
つ
い
て
は
、

補
講
コ
ー
ス
を
受
講
可
能
。

申
込
締
切
日　

４
月
28
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

　

愛
媛
県
視
聴
覚
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
９
―

９
２
３
―

９
０
９
３

愛
媛
県
視
聴
覚
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら

手
話
通
訳
者
及
び
要
約
筆
記
者
養
成
研
修

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

募集
します

愛
媛
県
か
ら

あ
っ
た
か
愛
媛
Ｎ
Ｐ
Ｏ
応
援
基
金

お知
らせ

あったか基金 検索

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
事
業
費

助
成
や
運
営
力
強
化
の
セ

ミ
ナ
ー
開
催
経
費
助
成
等

を
通
じ
て
、
地
域
で
頑
張

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
応
援
し

て
い
ま
す
。
基
金
で
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
応
援
す
る

た
め
広
く
県
民
の
皆
さ

ま
か
ら
の
寄
附
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
愛
媛
の
未
来
に
寄
附
を
贈
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

問
合
せ

　

愛
媛
県
男
女
参
画
・
県
民
共
同
課

　

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
３
０
５

　

愛
媛
県
暴
力
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー

（
暴
追
セ
ン
タ
ー
）で
は
、
暴
力
追
放

相
談
委
員（
弁
護
士
、
少
年
指
導
委

員
、
保
護
司
、
警
察
Ｏ
Ｂ
等
）が
暴

力
団
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

　

お
困
り
の
方
は
、
一
人
で
悩
ま
ず

暴
追
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
警
察
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口　

　

愛
媛
県
暴
力
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
９
―

９み
ん
な
で
追
放

３
２
―

８ヤ

ク

ザ

ゼ

ロ

９
３
０
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あいなん音故地新
あいなん物産探訪

「大切なことは伝わりにくい」−あいなん音故地新−
　本当に大切なことは、言葉では伝わりにくい。自分の想いもそうやけど、後世に残していきた

いことや、語り継いでいきたいこと。伝統や技術。その時のその瞬間の空気感や、感動や、想

いっていうのはどんだけ言葉をうまく使っても100パーセントは伝わらん。

　鍼灸の世界も歴史は長い。何千年と受け継がれてきたことが書物として残されて今に至る。ただ、

人によって表現の仕方も違えば受け止め方も違うから、同じ本を100人が読めば100通りの解釈に

なる。そして、その本を読んだ人がその内容を誰かに伝えるとなると、また形を変えていく。やか

ら、できるだけ、素晴らしいと思う人には会えるなら会ったほうがいい。同じ空間の中でその存

在を全身で感じたほうがいい。

　それは音楽でも同じ。生演奏の素晴らしさに敵うものはない。距離が近ければ近いほどいい。

鍼灸の技術や剣道の技術も間近で見るとまったく違う。身近な存在でいうと、料理人や職人も同

じ。人のもつオーラや“気”は本や画面じゃ読み取れんから。自分の目で見て、手で触れて、肌

で感じて大切なことを受け取りたいと思うようになった。叶わんこともあるんやけど、できる限

りそうしようと思う。  

 （テノヒラkiku）

　魚の王様とも呼ばれる真鯛、日本では昔から
「めでタイ」の語呂に合わせて重宝されている
晴れの魚だ。愛媛県宇和海産の養殖真鯛は全国
シェアの半分以上を占めており、愛南町も一大
産地になっている。
　福浦地区で真鯛養殖を行う大西水産有限会社
で、出荷の様子を見学させていただいた。
　1日約2,000尾を出荷しているという大西社
長。出荷は、鯛の鮮度を保つために手際のよい
流れ作業で行われている。従業員さんの手で選
別された鯛が活魚車に収まるまでわずか数十秒
という早業だ。

　「福浦湾は年間を通して温暖な水温が保たれ
るなど養殖に適した条件がそろっている」と
大西社長。「養殖鯛の強みは、安全安心が当た
り前にうたえること。養殖技術が向上して、
味も良くなってきている」と力を込める。
　作業が一息つくと、事務員さんが海に向
かって駆け出してきた。福浦湾の眺めを毎日
スマホで撮影して、発信しているのだという。
「福浦湾ってきれいですよね」。
その足元では海底まで透けて見え
る海が朝日で輝いていた。

 あいなん物産探訪 その⑧
――――――――――――――――

「真鯛」
 大西水産㈲

　社長　大西　光
ひかる

さん

アコースティックバンド「テノヒラ」のボーカル  愛南町出身の kiku さんが綴るふるさとエッセイ
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子どもたちの笑顔と
　子育てサポートをご紹介します。

●家串保育所
外あそびだーいすき !友だちだーいすき !
ほいくしょだーいすき !

●柏保育所
春の陽ざしのようにキラキラ輝いているよ（^^♪

子どもたちの笑顔と子育てサポートをご紹介します。

4月の子育てサポートご案内

はまゆう乳幼児保育所 地域子育て支援センター

「どんぐりの会」では
●サークル活動
　　月曜日 12:00～17:00
　　火・木曜日 8:00～13:00
●園庭・保育室開放
　　水・金曜日 8:00～17:00
●育児（電話）相談
　　月～金曜日 8:00～17:00
　　土曜日 8:00～12:00

問合せ

はまゆう乳幼児保育所内 ☎72-4328

25日㈫ ：カーネーション制作

御荘子育て支援センター

「こあら」では
●サークル活動
　　月・水・金曜日 8:30～13:30
●園庭等開放
　　火・木曜日 8:30～13:30
●育児（電話）相談
　　月～金曜日 8:30～17:15

問合せ

御荘保育所内 ☎72-0598

3日㈪は夢創造館で行います。
14日㈮は育児講座を御荘保育所遊戯室
で行います。

「こぶたの広場」では
●育児相談・つどいと交流・各種ワークショップ
　　日～金曜日 10:00～16:00

問合せ

こぶたのお家　城辺甲2652番地 ☎73-7321
※詳しくは「こぶた通信」に記載

4日㈫：『おはなし会』 10：30～
6日㈭：『春のピクニック』（※要予約）
12日㈬：『ベビーマッサージ交流』
 10：30～11：30
　　　　乳児親子&妊婦（※要予約）

御荘文化センター

「あいなん子育て応援グループ」では
●子育て（電話）相談

問合せ

生涯学習課内 ☎73-1111

13日㈭、27日㈭13：00～15：00
その他の曜日は電話でお問い合わせく
ださい。



ご家庭の
行事や用事の
メモとしても
ご利用ください。

SAT

6

13

20

27

1

8

15

22

29

7

14

21

28

THU木曜日 FRI金曜日 土曜日

西海 B

城辺 A

城辺 B

城辺 C

大敷貞芳作業所、荒樫、魚神山
亀井作業所、油袋漁民センター、
旧川村光男作業所、兵頭郁生さ
ん宅前、旧内海支所、魚神山船
越・平碆・柏崎各集会所

内尾串駐輪場、上大道公民館、
広見・中川各コミュニティセン
ター、一本松・満倉・小山本村・
正木各集会所

武者泊消防車庫前、麦ケ浦バス
停裏、福浦駐在所手前、樽見小
学校跡、大成川・小成川・下久家・
久家各集会所

中泊埋立駐車場、西海支所、西
海保健センター、外泊・内泊・
船越・小浦・弓立・越田各集会
所

城の辺学習館、東海公民館、矢
の町第２・松本・蓮乗寺・敦盛
各集会所

僧都ふれあい交流館、緑基幹
集落センター、三島団地、愛
南町役場、山出・太場・豊田・
長野各集会所、中ノ谷・鼻共
同住宅横

中玉バス停跡、旧深浦漁協冷蔵
庫前、久良ふるさとセンター・
深浦公民館、小屋の浦・古月・
鯆越・脇本各集会所

馬場消防詰所横、和口町営住宅
駐車場、和口第二・馬瀬・深泥・
寺新町各集会所、節崎コミュニ
ティセンター

御荘菊川農村研修センター、御
荘文化センター、平山・長洲・
長崎・貝塚・八幡野各集会所

中浦漁村振興センター、御荘中
学校前、赤水コミュニティセン
ター、長月公民館、猿鳴・左右水・
尻貝・高畑各集会所

新聞・雑誌ダンボール等収集区分詳細

一般内科・救急病院連絡先のご案内

御荘 A

御荘 B

御荘 C

内海

一本松

西海 A

備考
１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
２．診療科目は内科系の救急患者とします。

犬・猫の引取り
については、決められた時間
内に、認め印を持って環境衛
生課又は各支所まで連れて来
てください。なお、飼い犬・
飼い猫の場合は有料（愛媛県
収入証紙が必要）ですのでご
注意ください。
※5月の引取日は、3日、10日、
17日、31日です。
問合せ

環境衛生課（TEL72-7316）

福岡内科外科医院
一本松 TEL84-3600

福浦診療所
福浦 TEL83-0510

県立南宇和病院
城辺甲 TEL72-1231

粉川ファミリークリニック
城辺甲 TEL72-2111

昭和の日
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愛南町議会議員選挙
期日前投票

愛南町議会議員選挙
期日前投票

愛南町議会議員選挙
期日前投票

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｃ（5月の収集は10日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ａ（5月の収集は24日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｃ（5月の収集は30日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

一本松（5月の収集は16日）

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター
　9：30～11：00

育児相談「うみのこ広場」
●西海支所2階親子ふれあい交流室
　10：00～11：30

1歳6か月児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H27年7月1日～8月31日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

出張なんでも鑑定団in愛南
●御荘文化センター
  12:00開場(13:00開演)

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

５月の主な行事予定
 3日（水）
 4日（木）
〃
 5日（金）
 6日（土）
10日（水）
11日（木）
14日（日）
17日（水）
〃
18日（木）
28日（日）

9：00～17：00
9：00～17：00
　8：30～17：00
　9：00～17：00
　6：00～14：00
13：00～15：00
　9：00～16：00
8：50～17：00
12：30～16：00
13：00～15：30
9：00～16：00
9：30～15：00

愛南サッカーフェスティバル2017ユースの部(高校生)
愛南サッカーフェスティバル2017ユースの部(高校生)
第39回 一本松少年剣道大会
愛南サッカーフェスティバル2017ユースの部(高校生)
愛南ファミリー釣り大会2017
行政なんでも相談
消費生活相談員相談日
第23回 フレンドリーカップソフトバレーボール大会
第37回 愛南町クロッケー親睦交流大会
若者しごと相談会
消費生活相談員相談日
ぎゅぎゅっと愛南！夏の陣～海と山を喰らう～

あけぼのグラウンド南レク城辺公園
あけぼのグラウンド南レク城辺公園
一本松交流促進センター
あけぼのグラウンド南レク城辺公園
福浦地区防波堤
城の辺学習館ほか
本庁2階
御荘B&G海洋センター体育館
南レク御荘多目的広場
本庁2階
本庁2階
愛南漁協御荘支所

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00
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愛南町議会議員選挙
期日前投票

愛南町議会議員選挙
投票及び開票日

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）粉川ファミリークリニック

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）福浦診療所

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）福岡内科外科医院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

新聞・雑誌ダンボール等収集

内海（5月の収集は12日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ａ（5月の収集は18日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｂ（5月の収集は26日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ａ（5月の収集は1日）
新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｂ（5月の収集は8日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ｂ（5月の収集は22日）

育児相談「みなみっ子」
●御荘夢創造館  9：30～11：30

乳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H28年9月1日～10月31日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

育児相談「すくすく相談」
●城辺保健福祉センター
　 9：30～11：00

育児相談「げんきっ子」
●内海保健センター
　10：00～11：30

病態栄養相談
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

3歳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H26年1月1日～2月28日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

２０１７年
平成２９年４月暮らしカレンダー

行政なんでも相談
●城の辺学習館ほか
　13：00～15：00

町内小学校入学式
●各小学校

あいなん幼稚園入園式
●あいなん幼稚園  

町内中学校入学式
●各中学校

県立南宇和高校入学式
●南宇和高校　14：00～

篠山小中学校入学式
●篠山中学校

消防団退団式並びに
辞令交付式
●御荘文化センター
   16：30～
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ラケットテニスで楽しく交流 !
2/26

　御荘B&G海洋センター体育館で「第 11回 B&G

会長賞ラケットテニス大会inあいなん」が開催され、

ラケットテニス愛好者が楽しくプレーしました。

【大会結果は次のとおり】

女子ダブルスの部 Aクラス

優　勝　草木原・木戸ペア（山鳩クラブ）

準優勝　清水・尾﨑ペア（ほのぼのクラブ）

第３位　安田・坂本ペア（ほのぼのクラブ）

女子ダブルスの部 Bクラス

優　勝　本多・鶴岡ペア（さくら）

準優勝　桑原・内山ペア（とどろきクラブ）

第３位　山本・清水ペア（浜っ子クラブ）

ダブルスの部 Aクラス 

優　勝　木村・中尾ペア（愛南フレンズ）

準優勝　加洲・野平ペア（愛南フレンズ）

第３位　今村・渡辺ペア（愛南フレンズ）

ダブルスの部 Bクラス 

優　勝　青木・本多ペア（フレッシュ菊川）

準優勝　尾崎・山田ペア（フレッシュ菊川）

第３位　前田・西村ペア（アルル）

ダブルスBクラス
優勝　本多・青木ペア
（フレッシュ菊川）

白熱 !ミニバス大会
2/26

　城辺小学校屋内運動場で「第13回南宇和スポー

ツクラブゴールドカップミニバスケットボール

大会」が行われました。大会には、南予の小学校

17校が参加し熱戦を繰り広げました。愛南町か

らは、愛南・緑・平城の合同クラブが参加して見

事 1位に輝きました。

女子ダブルスBクラス
優勝　本多・鶴岡ペア
（さくら）

ダブルスAクラス
優勝　木村・中尾ペア
（愛南フレンズ）

女子ダブルスAクラス
優勝　木戸・草木原ペア
（山鳩クラブ）

バレーで交流
2/26

　西海体育館で「第 13回愛南町 9人制女子

バレーボール大会」が開催され、5チームが

参加して競技を通じた交流が行われました。

【大会結果は次のとおり（優勝、準優勝のみ掲載）】

優勝　Passion　　準優勝　一本松VC

優勝　Passion
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町サッカー大会で熱戦
3/5

　南レク城辺公園多目的広場で「第 48回南宇和郡サッ

カー選手権大会」が開催され、1～ 3部（9人制）に

合計 16チームが参加して熱戦を繰り広げました。

【大会結果は次のとおり（優勝、準優勝チームのみ掲載）】

１部　優　勝　JAM

　　　準優勝　FC瀬戸

２部　優　勝　ファミリー FC

　　　準優勝　シティーハンターZ

３部　優　勝　バルサ深浦

　　　準優勝　緑 FC
1部　優勝　JAM

団体戦　高学年の部　優勝　深浦スポーツ少年団

スポ少剣道大会
3/5

　一本松交流促進センターで「第 12 回愛南町
スポーツ少年大会剣道競技」が行われ、参加選
手が日頃の鍛錬の成果を披露しました。
【大会結果は次のとおり
　（敬称略。優勝、準優勝のみ掲載）】
 団体戦
　低学年の部
　　優　勝　平城剣道会
　　準優勝　深浦スポーツ少年団
　高学年の部
　　優　勝　深浦スポーツ少年団
　　準優勝　城辺子供剣道会B
 個人戦
　１・２年の部
　　優　勝　井関　新

あら

太
た

（平城剣道会）
　　準優勝　倉田　恵

けい

伸
しん

（平城剣道会）
　３・４年の部
　　優　勝　菊池　康

こう

聖
せい

（平城剣道会）
　　準優勝　浦川　　隼

じゅん

（城辺子供剣道会）
　５年の部
　　優　勝　宮﨑　央

おう

哉
や

（城辺子供剣道会）
　　準優勝　立花　暖

はる

大
と

（城辺子供剣道会）
　６年生の部
　　優　勝　安岡　　伯

はく

（深浦スポーツ少年団）
　　準優勝　玉川　源

げん

喜
き

（平城剣道会）
　総合の部
　　優　勝　安岡　　伯（深浦スポーツ少年団）
　　準優勝　宮﨑　央哉（城辺子供剣道会）
　　愛南町スポーツ少年団本部賞
　　　　　　安岡　　伯（深浦スポーツ少年団）

団体戦　低学年の部　優勝　平城剣道会
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愛
は
南
か
ら 

―

国
保
一
本
松
病
院
附
属
内
海
診
療
所　

前
所
長　

嶋し

ま

本も

と 

純じ
ゅ
ん

也や

 

医
師

　

 

平
成
26
年
11
月
か
ら
内
海
診
療

所
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
嶋
本
純
也
医

師
が
こ
の
春
、
横
須
賀
市
に
あ
る
在

日
本
ア
メ
リ
カ
海
軍
病
院
に
転
勤
さ

れ
ま
し
た
。

　

嶋
本
先
生
は
、
地
域
医
療
に
こ
そ

こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
医
療
の
本
質

が
あ
る
と
考
え
、
人
と
の
関
わ
り
を

大
切
に
し
た
診
療
を
続
け
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
地
域
の
人
に
慕
わ
れ
、
惜

し
ま
れ
な
が
ら
新
天
地
に
赴
い
た
嶋

本
先
生
の
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
嶋
本
先
生
か
ら
の
感

謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
ま
す
。

貴
方
の
心
を
癒
せ
る
よ
う
な
も
の
は

何
一
つ　

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

僕
だ
け
ど　

掴
ま
れ
た
心
は

逃
げ
る
術
も
な
く　

標
無
き

貴
方
へ
の
道
を
加
速
す
る

父
に
み
る
男
は　

雄
大
な
も
の
で

今
の
僕
に
は　

辿
り
着
け
ず

母
に
受
け
る
優
し
さ
は

見
返
り
気
に
せ
ず
に

人
を
愛
す
る
こ
と
だ
と　

身
に
刻
む

　

旅
立
ち
の
日
を
前
に
身
支
度
を

し
て
い
る
と
十
五
の
夏
、
男
子
校

だ
っ
た
せ
い
も
あ
る
の
か
熱
帯
夜

に
作
っ
た
曲
の
紙
が
舞
い
落
ち
て

き
た
。

　

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
愛
南
町

の
皆
さ
ま
に
、
人
の
生
と
死
を
扱

い
患
者
さ
ん
の
人
生
に
寄
り
添
う

総
合
医
と
し
て
コ
メ
ン
ト
を
残
し

た
い
。

　

人
生
を
1
0
0
年
と
す
る
と
生

き
ら
れ
る
時
間
は
約
87
万
時
間
、

生
ま
れ
て
20
歳
ま
で
が
約
17
万
時

間
で
五
分
の
一
、
70
歳
か
ら
1
0
0

歳
ま
で
29
万
時
間
で
三
分
の
一
、

睡
眠
時
間
は
14
万
時
間
で
三
分
の

一
、
残
り
の
時
間
約
27
万
時
間
、

つ
ま
り
約
1
1
、
0
0
0
日
、
30

年
を
あ
な
た
な
ら
何
に
使
う
だ
ろ

う
?

　

人
は
生
ま
れ
た
瞬
間
に
人
生
の

中
で
一
番
辛
い
体
験
を
し
て
い
る
。

我
々
は
全
員
母
親
の
子
宮
の
中
か

ら
こ
の
世
に
生
み
出
さ
れ
る
。
そ

の
過
程
で
の
身
体
的
苦
痛
は
人
生

の
中
で
最
高
点
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
身
体
的
な
苦
し
み
か

ら
解
放
さ
れ
た
瞬
間
、
五
感
が
解

放
さ
れ
る
。
こ
れ
は
未
知
と
の
遭

遇
で
、
脳
の
中
は
不
快
指
数
で
い
っ

ぱ
い
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
不
快

指
数
を
埋
め
る
た
め
に
我
々
に
は

「
何
者
で
も
な
い
自
分
を
必
要
と

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
欲
求

が
初
め
て
生
ま
れ
る
。
こ
れ
は
一

生
覆
す
こ
と
の
で
き
な
い
我
々
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
欲
求
で
あ

る
。
誰
か
に
必
要
と
し
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
欲
求
を
満
た
し
て
い

か
な
い
限
り
我
々
の
幸
福
感
は
満

た
さ
れ
な
い
。
そ
の
方
法
は
一
つ
。

誰
か
の
た
め
に
自
分
の
命
を
使
っ

て
い
く
こ
と
だ
。
命
を
使
う
。
こ

れ
を
使
命
と
い
う
。
こ
の
使
命
を

我
々
は
フ
ル
に
使
い
切
り
次
世
代

の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
ぐ
使
命

が
あ
る
。

　

私
は
地
域
医
療
を
専
門
に
す
る

自
治
医
科
大
学
を
卒
業
後
、
か
つ

て
研
修
さ
せ
て
も
ら
っ
た
内
海
診

療
所
が
好
き
で
帰
っ
て
来
た
。
自

分
の
短
い
人
生
で
の
使
命
（
地
域

に
医
師
が
残
る
シ
ス
テ
ム
作
り
?
）

を
熟
考
し
、
在
日
本
ア
メ
リ
カ
海

軍
病
院
に
行
く
こ
と
を
決
め
た
。

　

愛
南
町
に
は
地
域
医
療
だ
け
で

な
く
、
種
々
の
問
題
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
個
々
人
が
自
分
の
人

生
に
与
え
ら
れ
た
使
命
を
全
う
す

れ
ば
必
ず
解
決
で
き
る
こ
と
を
信

じ
て
い
る
。
そ
の
過
程
に
は
現
代

の
技
術
革
新
が
重
要
な
役
割
を
担

う
こ
と
だ
ろ
う
。
私
と
い
う
存
在

を
作
っ
て
く
れ
た
愛
南
町
の
皆
さ

ま
に
心
か
ら
深
謝
す
る
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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　卯
月

※上記情報は、広報誌掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

愛
南
文
芸

城
辺
俳
句
会

白
魚
網
手た

ぐ繰
れ
ば
光
る
命
か
な

宮
田
志
賀
子

旧
暦
の
雪
降
る
宮
に
詣
で
を
り

北
原

桃
代

絵
手
紙
や
梅
の
開
花
は
遠
か
ら
じ

山
田

静
恵

春
浅
し
沢
の
流
れ
の
水
澄
み
て

中
川

八
重

紅
梅
の
紅
遠
く
よ
り
近
く
よ
り

加
納

幸
子

閻え

ん

ま魔
絵
の
由
来
の
法
話は
だ
れ斑
雪ゆ
き

大
浜

紀
子

黒
光
る
梁は
り

の
茶
房
や
春
炬
燵

大
和
田
い
そ
子

城
辺
川
柳
会

「
人
」

人
ご
と
と
思
え
ず
地
震
来
る
話

玉
子

人
の
道
は
ず
さ
ぬ
よ
う
に
古
希
を
過
ぎ

拡

素
敵
な
人
逢
え
て
嬉
し
い
時
忘
れ

冨
士
子

曼ま
ん

殊じ
ゅ

沙し
ゃ

華げ

私
一
人
で
歩
む
道

百
代

目
の
前
の
人
か
ら
ま
ず
は
手
を
添
え
る

暁

い
い
人
は
い
い
な
別
れ
の
い
い
余
韻

一
会

何
し
て
も
お
人
ま
か
せ
の
の
ん
き
者

律
子

氷
ひ
ょ
う
じ
ょ
う

上
で
人
は
い
つ
し
か
鳥
に
な
る

佐
賀

新
く
さ
の
葉
短
歌
会

さ
ら
さ
ら
と
降
り
か
か
る
雪
を
見
る
窓
辺
オ
ル
ゴ
ー
ル
は
シ
ョ
パ
ン
の
曲
く
り
返
す

前
田

充

七
日
程
ど
こ
か
に
落
と
し
て
来
た
よ
う
に
一
月
は
過
ぎ
二
月
も
半な
か

ば

宮
下
喜
久
子

家
路
を
急
ぐ
夕ゆ
う

間ま

暮ぐ

れ
雪
女
現
れ
そ
う
な
ぼ
た
ん
雪
降
る

河
上

明
美

ふ
ぶ
く
中
瀬
戸
大
橋
を
渡
り
た
り
は
ら
か
ら
四
人
話
す
者
な
し

藤
森
多
摩
子

ち
ち
と
な
く
小
鳥
の
声
の
小
さ
く
て
ど
こ
に
い
る
の
か
庭
木
に
目
を
や
る

長
田
ハ
ル
子

霜
置
け
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
採
る
手
の
か
じ
か
む
を
夫つ
ま

は
返
り
見
て
我
を
気き

遣づ
か

う

西
﨑

文
恵

２月受付分（敬称略）

地区名 子の名 保護者

２月受付分（敬称略）

地区名 亡くなった方 享年

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。
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世帯数 （－16世帯）

●愛南町の高齢化率　39.8％

10,523
22,505人　口 （－34人）

世帯

人

男 （ー17人）10,606
11,899女 （－17人）

人

人

● 10 年前 同月の人口　27,273 人

～レッドVSアカの巻～

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地TEL（0895）72-1211 FAX（0895）72-1214
http://www.town.ainan.ehime.jp/

編集後記
　真鯛の出荷を取材しました。
　初めてみる出荷作業、その洗練された流
れ作業から目が離せません。次々と鯛が活
魚車に運ばれていきます。勝手な思い込み
で活魚車のなかを悠々と泳ぐ鯛を想像して
いましたが、実は活魚車には 8 ～ 10 尾ず
つ鯛が詰められた箱がそのまま積まれるの
だそうです。
　広報担当になって 1年、いろんな初めて
を経験させてもらっています。それを少し
でもわかりやすくお届けできるようにこれ
からも学んでいきたいと思います。

愛南町の世帯数と人口 平成29年 3月 1日現在

※（ ）内は前月比

Minamiuwa
青春！食育！

high school

南
宇
和
高
校
美
術
部
に
よ
る
愛
南
ぎ
ょ
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
な
ー
し
く
ん
の
４
コ
マ
漫
画
を
掲
載
し
ま
す
。

　特集記事の取材をする際などは、あらか
じめ質問事項を決めていきます。取材に協
力していただいた方に時間をとらせず、効
率的に取材をするためです。
　しかし、いざ取材をする場面になると、
話題が本筋からずれてきたときなどに興味
深い話が聞けることもあり、記事の内容が
当初イメージしていたものとは少しずつ異
なってきます。
　骨格となる話と余談。その両方を取り上
げ、バランスよく伝えられるよう努めたい
と思います。

制作：南宇和高校美術部　藤田 夏
なつ

海
み

さん

YW

※（ ）内は前月比

それいけ

愛南ぎょレ
ンジャー

南宇和高校
1年：市村 彩

さ

羽
わ

金平 麻
ま

佳
よ

清水 朱
しゅ

里
り

濵野 澪
りょう

和田 早
さ

希
き

～農業科活動日記～

アカデミー
もう一つの郷土の「食」文化！
ばらぬき歌（骨抜き唄）

食育

　深浦漁港には、季節になると多くのカツオが揚
がります。昭和の初頭、町内漁村部では、カツオ
を使って、鰹節製造が盛んに営まれていました。
このばらぬき唄は、鰹節製造工場で働いていた女
工さんたちが、かつおの骨（ばら）抜き作業時に
場を盛り上げ、効率を上げるために歌われたもの
です。

納屋での鰹の
ばらぬき作業風景

ば
ら
ぬ
き
唄
（
骨
抜
き
唄
）

ハ
ア
ー

大
漁
大
漁
が
三
年
つ
づ
き
ゃ

　
　
　
　
ハ
ア
ー
ヨ
ー
イ
ヨ
イ

深
浦
港
は
花
ざ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ア
ー
ヨ
ー
イ
ヨ
イ

ハ
ア
ー

沖
の
鰹
じ
ゃ
わ
し
ゃ
な
け
れ
ど
も

　
　
　
　
ハ
ア
ー
ヨ
ー
イ
ヨ
イ

さ
ま
に
釣
ら
れ
て
抱
か
れ
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ア
ー
ヨ
ー
イ
ヨ
イ

※
一
部
抜
粋
（
即
興
も
含
め
様
々
で
す
。）

【感想】
　南宇和高校には普通科と農業科があり、地域との交流も盛んに行っ
ています。農業科では季節の野菜や柑橘などを平山農場で作り販売
を行ったり、花をオレンジロードの花壇に植えたりしています。毎
年行っている田植えでは、保育園児と一緒に苗を水田に植え、収穫
も行いました。また、その時収穫したお米を使った「彩よかよか三
色おにぎり」を料理コンテストに応募し、見事3位に入賞しました。
これから毎月、農業科の取り組みを紹介していきます。今年も田植
えを行う予定にしています。興味のある方は、ぜひ一緒に植えてみ
ませんか？

コンテスト入賞の様子
左から：清水さん、金平さん、
市村さん、濵野さん、和田さん

彩よかよか
三色おにぎり
彩よかよか 保育園児との

田植え、収穫


